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診療報酬改悪で全道からハガキ抗議文を!!
第２５回道腎協定期総会札幌大会開催
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北海道腎臓病患者連絡協議会
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「４月１日からの診療報酬改悪に対して
出りまりぷつ

　

厚生労働大臣にハガキで抗議しましよう。」

　

丿目川の診療報酬改定では､診療報酬・薬価・材料費のいずれもマイナス改定とされ、

介計マイナス2.7‘'。とされました。しかし、実態はそれ以卜のマイナスであることが多くの

1りな関係団体や医療機関から伝えられ、ll昆

　

このうち人ll透析に関する診療報酬も人幅な引きドげが実施され、汚地の患片や医療機

関から強い不安と抗議の声が挙が-jています、

　

道管協では、削也域管友会に対して今川改定された内容の影響を調内ﾓした結児、透析時

間が３時間別こ短縮された、食･μ代がff料になり負批が人変、また高齢でｰ人條らしなの

て介肖が作れなくて陣ト､ている。外載医学管理料引きドげの影絆で、険削日l数が減らされ

た冷、様々な･1巾jが報占されています。(10・IH)に掲祓)

　

そこで、道管協では厚乍労働宵に対し忠片からの訴えとして例川1の改定実施に対する抗

議のハガキ活動を展開することにしました。会口の皆様におかれましては、ド記の様な腿

体的･川列を挙げて、ご協カドさいます様、お願い致します

　　　　　

※文例を参考に自分の状況を訴えよう.グ

〈文

　

例〉（綴込みハガキに住所・氏名を記人50円切于を貼ってIlt急に）

１

　　

遇析時間区分にＬる透析技術料か廃1トされ、世丿巾|々め病態に関わりなく、透析時間

　

が短縮され、今後山休調に悪杉響か川ないか1ﾐ安である

２

　

外栽遇析時心食･1り川算似険適川廃止て、病院から食教か出々く々（勤隋後の皮間透

　

析て、コンピニカ弁肖を食べているか、バランスの悪い食乍活て将4ソ叶祐彫f了1か心配

　

てある

３

　

外七医学竹川料び）引Jきドけて、心胸比か測るレン［･ゲン搬;;にや心山図か･「り」にI I･-I

　

に々り、透析後のlfIL液検が柚咸らされた

　　

これら価トだ力減少にいぺ

　

将4汀坤DIトノバぴと

　

か遅れないか、とても心配こだまらないです
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祝電を読み上げる
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ま
し
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Ｊ
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議事を進行する
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冴
軍
部
の
皆
様
に
は
尺
変
ご
片
労

を
お
か
け
し
私
当
に
あ
り
が
と
う

ご
さ
い
ま
し
た
。

て
無
恥
終
．
Ｊ
し
ま
し
た

　

乍
に
後
よ
り
道
腎
協
結
成
2
5
周
年

を
記
念
し
て
医
療
講
演
「
透
析
医

療
の
進
φ
と
腱
望
」
と
題
し
て
、

‐
本
透
析
医
学
会
理
恥
艮
・
北
海

道
透
析
療
法
学
会
会
妊
で
札
幌
北

ヶ
’
リ
ニ
ッ
ツ
院
長
の
人
嘔
整
爾
先

生
を
講
師
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

尚
、
講
演
内
容
は
後
目
機
関
紙
ご
Ｉ

う
し
ん
9
0
‥
グ
に
掲
戯
致
し
ま
す

　

前
目
（
1
8
‐
）
に
は
定
山
渓
ビ
ュ
ー

ホ
テ
ル
に
お
い
て
午
後
４
時
Ｌ
り

総
会
に
向
け
て
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

交

　

流

　

風

　

景
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第11回全国移植者スポーツ大会
(第２回アジア・オセアニア移植者親善スポーツ大会)

●日

　　　　

時

　

平成14年８月23日働／24日（土）

●会

　　　　

場

　

北海道野幌総合運動公園（北海道江別市）

　　　　　　　　

厚別パークボウル（北海道札幌市）

●参加資格

　

臓器・角膜・骨髄の移植者及び希望者

　　　　　　　　

家族及び一般は一部種目を除いてオーブン参加

●参加受付

　

平成14年Ｇ月５日から了月25日まで

●詳細問合せ先

　

ＮＰＯ日本移植者スポーツ協会

　　　　　　　　

大阪市北区豊崎２－３－13大利］ビル203

　　　　　　　　

ＴＥ L　06 6377 4040　F AX　06 6377 0112

６

｛
ｔ
ｌ
｛
‐
・
。
ｖ
β
・
Ｊ
ｒ
参
。
ミ
・
χ
◆
χ
・
χ
・
ご
Ｉ
・
ｙ
・
χ
・

Ｊ



回
訟
町
獣
Ｆ
ｌ
ｌ
Ｆ
Ｕ
ユ
ド
ル
Ｅ
ド
ド
ド
Ｆ
Ｅ
Ｅ
較
万
万

〇
三
徳
膚
１
１
滋
１
１
１
凛
づ

　

平
成
1
4
年
４
月
1
3
、
1
4
日
の
両

日
、
ホ
テ
ル
ユ
ニ
オ
ン
（
札
幌
）

に
於
い
て
、
計
3
0
名
の
出
席
に
よ

り
第
5
2
回
制
全
腎
協
北
海
道
フ
ロ
ッ

ク
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
．

　

堀
坪
会
長
は
、
４
日
‥
．
１
‐
か
ら
診

療
報
酬
が
引
き
ド
げ
ら
れ
、
透
析
時

間
力
．
４
　
　
化
、
食
乍
加
算
力
朧
止
、

外
ｋ
透
析
検
介
料
の
引
き
ド
げ
が

実
施
さ
れ
透
析
患
行
も
銚
い
う
ち

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
、
７
、
、
‐
本
臓

器
侈
醸
ネ
ッ
ト
ワ
ー
タ
北
海
道
プ

ロ
ヴ
タ
の
廃
止
が
決
定
さ
れ
人
．
後

ど
の
よ
う
な
組
織
と
し
て
残
る
か

き
び
し
い
状
況
に
あ
り
１
　
４
印
度
は

．
致
団
結
し
前
向
き
に
進
ん
で
い

き
ま
し
Ｌ
う
、
と
挨
拶
し
ま
し
た
．

　

続
い
て
佐
藤
利
國
〈
Ｌ
腎
協
理
唯

の
挨
拶
で
は
診
療
報
酬
改
定
評
価

　

議
妊
に
近
江
谷
運
営
委
は
（
凪
川
）

を
選
出
し
議
嘔
に
入
り
ま
し
た
、

田

　

地
域
患
者
会
組
織
活
動
報
告

札

　
　

幌

　

し
札
幌
巾
近
郊
の
腎
友
会
の
無

　
　

い
各
巾
町
村
の
札
幌
腎
父
会

　
　

所
鴨
の
会
‥
口
々
。
‥
簿
を
作
成
し

　
　

対
行
政
へ
の
収
組
み
を
検
討
。

　

し
・
北
広
島
巾
が
恥
成
１
　
１
年
度
よ

　
　

り
帰
に
所
得
制
限
噂
人
の
介

小

と
今
後
の
取
り
組
み
に
っ
い
て
な

　
　

旭

ど
の
理
嘔
会
報
告
が
あ
り
ま
し
た

　

せ
っ
旭
川
」
の
収
支
は
。
般

　

障
害
者
の
リ
ハ
ビ
リ
通
院
の

　

足
に
も
な
っ
て
お
り
、
人
変

　

＞
＞
･
ば
れ
て
い
る
。

０
２
０
０
５
年
介
護
保
険
-
ｕ
直

　

し
に
対
し
て
、
侈
送
問
題
、

　

介
護
タ
ク
シ
ー
作
続
運
動
対

　

策
、
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
を
仙

　

に
北
星
人
学
の
島
津
先
乍
と

　

７

　

の
懇
談
〈
万

　

定
と
な
り
２
Ｕ
１
　
４
‐
に
噂
人

　
　

稚

　
　

内

　

反
対
の
陳
情
占
を
提
出
。

　
　
　
　

０
活
動
が
停
滞
ぎ
み
で
行
嘔
を

　
　

樽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

催
し
て
も
少
数
で
同
じ
メ
ン

し
後
志
気
庁
の
６
町
ｉ
　
ａ
;
所
俳

　
　
　
　

バ
ー
の
た
め
対
外
的
に
活
動

　

制
限
導
人
反
対
の
陳
情
占
を

　
　
　
　

し
た
い
と
思
う
が
む
寸
か
し

　

提
出
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
状
況
、

う
４
月
1
0
‐
小
樽
ラ
で
フ
タ
リ

　
　

留

　
　

萌

　

ニ
ッ
ケ
（
透
析
施
設
）
が
オ
ー

　
　
　

い
福
祉
制
度
「
透
析
社
の
医
療

　

フ
ン
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
し
く
み
、
史
乍
吠
療
等
に

　
　

川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
っ
い
て
病
院
医
療
相
談
□

ツ
通
院
芝
援
セ
ン
タ
ー
「
た
い

　
　
　
　

と
話
し
八
‥
い
、



道

　
　

南

　

0
1
0
月
６
・
７
日
両
日
市
民
健

　
　

康
ま
つ
り
に
お
い
て
ド
ナ
ー

　
　

カ
ー
ド
、
テ
イ
ツ
シ
ュ
ペ
ー

　
　

パ
ー
６
４
０
組
を
配
布
。

苫
小
牧

予
想
さ
れ
る
の
で
透
析
施
設

病
院
透
析
患
者
送
迎
開
始
。

と
一
般
病
院
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　

釧

　
　

路

０
４
月
よ
口
苫
小
牧
市
立
病
院
・

　

王
子
総
合
病
院
は
透
析
患
者

　

が
増
え
て
い
る
た
め
午
前
・

　

午
後
の
完
全
２
部
制
に
移
行

　

滝

　

し
、
患
者
の
利
便
性
の
向
上

　

を
日
指
し
て
い
る
。

〇
施
設
の
幹
事
後
継
者
の
確
保

室

　

に
苦
労
し
て
い
る
。

　
　

蘭

Ｏ
洞
爺
協
会
病
院
は
来
年
４
月

　

再
開
院
へ
向
け
虻
田
町
に
新

　

股
が
決
ま
り
透
析
ベ
ッ
ド
は

　

2
0
床
を
予
定
。

Ｏ
透
析
患
者
の
高
齢
化
が
進
む

　

中
で
、
透
析
施
設
だ
け
で
は

　

入
院
を
ま
か
な
う
こ
と
が
不

　

可
能
に
な
り
、
他
の
一
般
病

　

院
へ
転
院
さ
せ
ら
れ
る
ケ
ー

　

ス
が
多
く
な
っ
て
く
る
事
が

　
　

ク
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
。

（
伊

　

達
）

　

〇
伊
達
市
第
５
次
福
祉
計
画
バ

　
　

リ
ア
フ
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　

の
調
査
委
員
会
に
内
部
障
害

　
　

者
代
表
と
し
て
天
沼
会
長
・

　
　

境
谷
副
会
長
が
参
加
。

十

　
　

１

　
　

Ｉ

　
　

Ｊ

０
４
月
2
1
日
平
成
1
4
年
度
総
会

　

春
期
研
修
会
を
滝
川
市
滝
川

　

医
師
会
館
で
開
催
。

　
　

勝

Ｏ
会
長
亡
き
後
、
三
役
が
次
々

　

と
長
期
入
院
等
に
よ
り
、
後

　

半
思
う
様
に
活
動
が
で
き
な

　

か
っ
た
。
体
制
を
立
て
直
し
、

　

皆
ん
な
で
頑
張
っ
て
活
勤
し

　

て
い
き
た
い
。

０
４
月
１
日
よ
り
深
井
医
院
開

　

院
透
析
ベ
ッ
ド
1
5
床
、
会
へ

　

の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し

　

た
い
。

０
３
月
1
2
日
よ
り
帯
広
徳
洲
会

Ｏ
釧
路
腎
友
会
三
役
の
選
出
に

　

つ
い
て
小
委
員
会
を
発
足
（
５

　

名
選
出
）
平
成
1
4
年
度
総
会

　

に
提
案
予
定
。

Ｏ
平
成
1
3
年
1
2
月
５
日
釧
路
市

　

長
に
２
件
の
要
望
書
提
出
。

　

①

　

通
院
交
通
費
増
額
に
つ

　
　

日
よ
り
利
用
。

オ
ホ
ー
ツ
ク

　

Ｏ
当
会
の
会
員
数
も
１
０
０
名

　
　

を
超
え
全
体
の
ま
と
ま
り
が

　
　

行
き
と
ど
か
な
く
な
り
、
特

　
　

に
小
清
水
日
赤
病
院
通
院
患

　
　

者
が
3
5
名
を
超
え
た
の
を
機

　
　

に
、
分
会
を
作
り
組
織
編
成

　
　

を
し
た
ら
ど
う
か
検
討
中
。

北

い
て
Ｉ
要
求
額
１
０
０
％

　

紋

　
　

別

　
　

認
め
ら
れ
た
。

　

②

　

要
介
助
透
析
患
者
及
び

　
　

高
齢
透
析
患
者
の
通
院
に

　
　

つ
い
て
ト
市
財
政
上
困
難

　
　

の
た
め
平
成
1
4
年
度
は
認

　
　

め
ら
れ
ず
。

　
　

見

Ｏ
会
員
の
高
齢
化
と
役
員
（
会

　

長
、
副
会
長
２
名
）
入
院
の

　

た
め
、
会
の
運
営
・
組
織
に

夕
０
４
病
院
親
睦
交
流
会
を
遠
軽

　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
で
開
催

Ｏ
役
員
を
引
き
受
け
て
く
れ
る

　

８

　

方
が
い
な
い
事
を
議
題
に
話

　

し
合
わ
れ
た
。

　
　

張

○
会
の
新
年
会
を
ホ
テ
ル
シ
ュ
ッ

　

パ
ロ
で
開
催
。
参
加
者
1
2
名
。

○
ど
う
じ
ん
Ｐ
Ｒ
版
を
会
員
及

　

び
非
会
員
に
配
布
。

支
障
が
お
き
、
そ
れ
に
伴
う

　

江

　
　

別

　

後
任
の
役
員
の
な
り
手
が
な

　

く
困
難
を
き
た
し
て
い
る
。

Ｏ
北
見
市
相
内
地
区
に
デ
ィ
サ
ー

　

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
開
所
４
月
１

Ｏ
市
に
よ
る
福
祉
タ
ク
シ
ー
チ

　

ケ
ッ
ト
の
見
直
し
が
平
成
1
4

　

年
度
に
予
定
。
現
在
使
用
率

　

5
2
％
、
今
後
も
現
状
維
持
を



　
　

求
め
て
い
く
。

深

　
　

川

　

○
例
年
に
な
く
豪
雪
に
見
舞
わ

　
　

れ
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
通
院
に

　
　

困
難
を
強
め
て
い
ま
す
が
、

　
　

そ
れ
ぞ
れ
克
服
し
て
通
院
し

　
　

て
い
ま
す
。

　

Ｏ
最
近
会
員
８
名
が
亡
く
な
ら

　
　

れ
、
大
き
な
活
動
が
出
き
な
い
。

閉

　

第
1
7
回
制
全
腎
協
総
会
報
告

凶

　

第
3
1
次
国
会
請
願
報
告

㈲

　

運
営
会
議
報
告

閤

　

第
2
5
回
道
腎
協
定
期
総
会
議

　

案
に
つ
い
て

　
　

若
干
の
質
疑
の
後
、
全
て
承

　

認
さ
れ
ま
し
た
。

㈲

　

道
腎
協
青
年
部
発
足
に
つ
い
て

　
　

昨
年
よ
り
メ
ー
ル
を
利
用
し

　

た
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
始
勁
、

　

発
足
準
備
会
を
開
催
。
平
成
1
4

　

年
度
よ
り
青
年
部
の
活
動
費
を

　

予
算
化
し
ま
し
た
。

剛

　

全
腎
協
第
2
1
回
「
腎
不
全
を

　

語
る
集
い
」
に
つ
い
て

　
　

旭
川
市
に
お
い
て
開
催
決
定
９

　

月
1
5
日
向
詳
細
は
後
日
決
め
る
。

閣

　

道
難
病
連
全
道
集
会
釧
路
大

　

会
に
つ
い
て

　
　

８
月
３
・
４
日
両
日
。
講
師

　

に
臨
床
工
学
士
を
予
定
、
テ
ー

　

マ
は
未
定
。

聞

　

そ
の
他

　

○
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
　

ク
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　
　

廃
止
に
つ
い
て

　

○
臓
器
移
植
推
進
功
労
者
に
つ

　
　

い
て

　
　
　

各
地
域
腎
友
会
よ
り
腎
臓

　
　

病
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
方

　
　

を
推
薦
し
て
い
た
だ
く
。
詳

　
　

し
い
事
は
後
日
文
書
で
お
知

　
　

ら
せ
し
ま
す
。

　

○
1
0
月
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
後
の

　
　

役
員
研
修
会
に
つ
い
て

　
　
　

フ
リ
ー
ト
ー
ク
方
式
で
行

　
　

う
事
で
決
定

　
　
　

内
容
に
つ
い
て
は
６
月
の

　
　

運
営
会
議
に
て
決
め
る
。

　

○
全
腎
協
国
会
請
願
署
名
募
金

　
　

の
道
内
の
配
分
率
変
更
に
つ

　
　

い
て

　
　
　

平
成
1
4
年
度
よ
り
、
全
腎

　
　

協
1
5
％
（
1
5
％
）
、
道
腎
協
3
5
％

　
　

（
5
0
％
）
、
地
域
腎
友
会
5
0
％

　
　

（
3
5
％
）
に
決
定
。
（

　

）
は

　
　

変
更
前

　
　
　

Ｊ
・
Ｐ
・
Ｃ
募
金
配
分
に

　
　

つ
い
て
は
道
難
病
連
と
の
話

　
　

し
合
い
を
す
る
。

　

○
独
立
を
希
望
し
て
い
る
腎
友

　
　

会
に
つ
い
て

　
　
　

組
織
検
討
委
員
会
で
審
議

　
　

し
、
平
成
1
5
年
度
役
員
改
選

　
　

か
ら
独
立
を
認
め
る
方
向
で

　
　

検
討
。

　
　

※
総
評
と
し
て
今
回
の
診
療

　
　

報
酬
改
悪
に
つ
い
て
、
特
に

　
　

透
析
中
の
食
事
の
有
料
化
に

　
　

伴
い
退
会
者
が
出
た
り
、
組

　
　

織
率
の
低
下
に
つ
な
が
る
の

　
　

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

川
村
副
会
長
の
閉
会
の
あ
い
さ

つ
で
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
報
告
一
渾
内
）

９
χ
‐
～
―ｅ

⑥
０
０
⑥
・
」

・
タ
イ
ト
ル

・
撮
影
者

「
小
さ
な
家
」

　
　
　

阿
部
純
一
氏

　
　
　
　
　
　

（
士
別
腎
友
会
）

撮
影
場
所

　
　
　

士
別
市
川
西

写
真
歴

　

４
年

透
析
歴

　

2
4
年

地
元
の
写
真
ク
ラ
ブ
で
年
一
回

展
示
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

青
年
部
の
会
員
の
一
人
と
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

９



　

平
成
1
4
年
４
月
１
日
か
ら
の
診
療
報
酬
の
改
訂
は
厚

生
労
働
省
の
抜
き
打
ち
と
も
言
え
る
改
悪
で
、
特
に
私

達
透
析
患
者
に
は
大
変
厳
し
い
内
容
の
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

　

道
腎
協
で
は
今
回
改
訂
さ
れ
た
外
来
透
析
に
関
す
る

診
療
報
酬
に
よ
り
道
内
の
透
析
施
設
の
対
応
の
変
化
を

各
地
域
腎
友
会
で
把
握
さ
れ
て
い
る
範
囲
で
急
遮
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

質
問
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

Ｉ
、
食
事
に
つ
い
て

　

①

　

食
事
提
供
を
や
め
た
施
設
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　

ａ
、
あ

　

る

　
　
　

ｂ
、
な

　

い

　

②

　

食
事
の
自
己
負
担
額

ｃ

　

ｂ

　

ａ

最最

高低

額額

最
多
価
格
帯

円

　

円

　

円

　

③

　

食
事
が
有
料
に
な
っ
た
事
で
、
食
事
を
摂
ら
な

　
　

く
な
っ
た
人
が
い
ま
す
か
。

　
　

ａ
、
い

　

る

　
　
　

ｂ
、
い
な
い

２
、
透
析
時
間
に
つ
い
て

①

　

透
析
技
術
料
が
一
本
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
透

　

祈
時
間
に
何
か
変
化
が
出
て
き
た
施
設
が
あ
り
ま

　

す
か
。

　

ａ
、
あ

　

る

　
　
　

ど
の
よ
う
に
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

設問 回　答 該　当　す　る　地　方　腎　友　会　名

１　４･ ａ（ある）

ｂ（ない）

釧路，札幌、1一勝、留萌（羽幌）、三笠（７月まで）．紋別

旭川．岩見沢．浦河、江別．小樽後志，オホーツク．北見．静内、む別、滝川、

伊達、道南、苫小牧．根室、深川、富良野、室蘭．夕張、稚内

② ａ（最低額）

ｂ（最高額）

ｃ（最低価格帯）

旭　川

岩見沢

江　別

小樽後志

オホーツク

釧　路

札　幌

静　内

伊　達

ト　聘

苫小牧

深　川

紋　別

留　萌

ａ、２００

ａ、５２５

a . 315
ａ、無

ａ、２５０

ａ、４００

ａ．無

ａ．無

ａ、５２５

a . 300
ａ、４５０

a . 435
ａ．無

a、630

　b、5251'

　b、630 F

　C、630 F

　b. 590f^

　b、650 P

　b、63011

　b、l.lffl

）、l:別

）、遺南

　b、540ﾄ1

　b、742 F

）、富良野

　b、650 |i

）、稚内

　c, 525円）

）．浦河（a、630円）

）

　c、350～370円）

．北　見（a、420円　b、460円　c、450円）

　C、500～550円）

円　C、600～650 円）

a、500円）、滝川（a、400円）

ａ、無料　b. 560円　c、500円）

　c、400円）

　c、630円）、根室(a . 500円）

a . 500円）、室蘭（a、630円）

）、夕張(a . 500円）

a、630円）

③ ａ（いる）

ｂ（いない）

旭川，岩見沢、浦河、江別、小樽後志、オホーツク．北見．釧路、札幌、士別、

滝川、伊達、道南，ﾄ勝、苫小牧、根室．深川、富良野、三笠．室蘭、紋別、夕

張．留萌、稚内

静内（食事が無料）

2　r!I ａ（ある）

ｂ（ない）

ｃ（ｆ明）

三笠（４時間以内透析へ）

旭川、岩見沢、浦河，江別、小樽後志、オホーツク、北見、釧路．静内．む別、

滝川、伊達、道南、十勝、根室、深川、室蘭、紋別、夕張．留萌、稚内

札幌．苫小牧、富良野
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●

●

Ｃ

　

ｂ

　

●

　　

●

不な

明い

３
、
検
査
料
の
引
き
下
げ
に
よ
り
何
か
変
化
の
出
た
施
設
が
あ
り
ま
す
か
。

　
　

ａ
、
あ

　

る

　
　
　

ど
の
よ
う
に
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

Ｃ

　

ｂ

　

●

　　

●

不な

明い

４
、
食
事
な
ど
の
件
で
施
設
側
と
話
し
合
い
を
持
た
れ
た
施
設
患
者
会
が

　

あ
り
ま
す
か
。

　
　

ａ
、
あ

　

る

　
　
　

ｂ
、
な

　

い

５
、
そ
の
他
特
記
す
べ
き
事
項
が
あ
れ
ば
ご
報
告
く
だ
さ
い
。

今
回
改
訂
さ
れ
た
主
な
部
分
（
外
来
透
析
に
関
す
る
も
の
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
１
点
は
1
0
円

○
透
析
技
術
料

　
　
　
　
　
　

改
訂
前

　

４
時
間
未
満

　
　
　
　
　
　

１
、
６
３
０
点

　

４
時
間
以
上
５
時
間
未
満

　

２
、
Ｉ
Ｏ
Ｏ
点

　

５
時
間
以
上

　
　
　
　
　
　

２
、
２
０
０
点

○
食
事
加
算

　
　
　
　
　
　
　
　

６
３
点

○
慢
性
維
持
透
析
患
者
外
来

　

医
学
管
理
料

　
　

（
検
査
料
）

２
、
８
０
０
点

←

改
訂
後

―
、
９
６
０
点

Ｏ
点
（
保
険
適
用
外
）

一
般
食
と
し
て
有
料

２

６
７
０
点

設問 回　答 該　当　す　る　地　方　腎　友　会　名

３ ａ（あ　る）

ｂ（ない）

ｃ（不明）

旭　川（心電図、胸部レントゲンが月１回から２ヶ月１回に）

小樽後志（レントゲン撮影方法が変わった）

札　幌（心電図や胸部写真の回数が毎月から２ヶ月１回等へ）

三　笠（心電図が毎月１回から３ヶ月１回に）

岩見沢、浦阿、江別．北見．釧路．静内、士別．伊達、道南、十勝、根室．深川、

室蘭．紋別．留萌、稚内

オホーツク、苫小牧、富良野、夕張

４ ａ（ある）

ｂ（ない）

旭川、岩見沢、浦河、北見、釧路．札幌、静内、滝川．伊達、道南、十勝、深川．

室蘭、紋別、夕張、留萌

江別、小樽後志、オホーツク、士別，苫小牧、根室、富良野．三笠，留萌（羽幌）、稚内

５ 特記すべき事項 岩見沢

オホーツク

北　見

釧　路

札　幌

十　善

根　憲

三　笠

椎　内

食事が有料となり大部分が弁当時参）

食事代を一一方的に決めた施設がある、単価が違いすぎる）

食事の事が原因かどうか不明だが、20名程が脱会）

検査結果を知らせてもらえない施設がある〉

食事の自己負担で出費が大変と脱会する入が出ている）

ＨＤＦが使えなくなった施設がある）

独り暮らしの男の人は朔も昼も食べていない様子）

病院の対応が間に合わず７月まで外来患者の食事が停止）

弁当持参の患者が４分の１ぐらいいる）

※○食事に関してはほとんどの施設で有料となり．そのために透析中に食事を摂らない患者や弁当持参の忽者が各地城で出

　　

ています．

　　　

また全く食事を提供しなくなった施設もあり、透析現場の混乱が霞えます．さらに自己負担翻も施設によってバラバ

　　

ラで患者間に不満の声が高まっている様です．

　

０透析技術料の一本化では、一郎地域で透析時間が短縮され、他は大きな変化は今のところ見られません．

　　　

短時間透析へ遣む可能性もあり、今後の動向を見守る必要があります．

　

０検査料の値下げでは､心電図やレントゲンの回数が毎月実施のものが２ヶ月から４ヶ月に１回という所も出て来ている．
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ｉ
ｌ＝

一
＝
一

　
　
一

　
　
一

れ
て
い
ま
し
た

　

９
川
1
5
‐
に
旭

川
で
実
施
さ
れ
る
令
腎
協
「
第
2
1

回
腎
不
発
を
語
る
っ
ど
い
」
に
っ

高

　

橋

　

幸

　
　

一

　

（
旭
川
地
方
腎
友
会
）

　
　

い
て
話
を
し
て
参
り
ま
し
た
．
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
党
の
．
．
．
井
先
生
、
共
産
党
の
児

｀1 1゛

左
よ
り
中
田
さ
ん
、
中
田
夫
人
、
野
原
さ

ん
、
三
井
議
員
、
佐
藤
さ
ん
、
高
橋
さ
ん

　

３
月
2
8
‐
「
腎
疾
患
総
＜
ｚ
対

策
」
の
早
期
確
立
を
要
望
す
る

国
会
請
願
に
参
加
さ
せ
て
頃
き

ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
国
か
ら
１
８
０
数
も
の
請
願
者

で
議
員
会
館
に
は
入
り
き
れ
ず
、

人
混
乱
の
状
態
で
し
た
。
そ
ん
な

中
で
の
林
元
厚
生
人
臣
を
は
じ
め

と
し
、
＆
会
派
の
代
夫
議
員
の
激

励
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、

佐
藤
理
事
の
案
内
で
北
海
道
選
出

議
員
６
名
に
請
願
書
を
持
っ
て
議

八
会
館
を
訪
問
致
し
ま
し
た
『
'
-
ｋ

前
に
連
絡
を
し
て
い
た
と
聞
い
て

い
ま
し
た
が
国
会
開
会
中
と
委
員

会
、
理
事
会
等
か
お
り
ま
し
て
３

″
１
‥
の
先
生
万
に
お
会
い
し
て
参
・
り

ま
し
た
。

　

民
Ｌ
党
の
佐
々
木
先
生
か
ら
は
、

地
元
旭
川
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
て
「
腎
疾
患
総
合
対
策
」

Ｋ
先
生
に
も
お
会
い
し
ま
し
た
が
、

我
々
が
提
出
し
た
請
願
書
に
っ
い

て
は
、
誠
意
を
持
・
つ
て
採
択
さ
れ

左
か
ら
２
人
目
が
児
玉
議
員

に
つ
い
て
と
て
も
・
理
解
を
し
て
く

　
　

．
り
’

る
よ
う
頑
張
っ
て
く
た
さ
る
こ
し

を
、
お
約
束
し
て
堕
い
て
参
り

ま
し
た
。

　

仲
間
が
集
め
た
そ
の
請
願
μ

の
重
み
は
、
ほ
ん
と
う
に
重
た

く
感
じ
ま
し
た

　

そ
の
重
み
を

国
会
議
は
の
皆
さ
ん
に
址
非
、

解
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
初

め
て
の
経
験
で
し
た
が
機
会
が

あ
り
ま
し
た
ら
又
、
参
加
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
透
析
４
年
目

に
入
り
、
腎
友
会
の
役
員
も
２

年
‐
に
な
り
ま
し
た
が
患
者
会

の
運
動
の
難
し
さ
を
つ
く
づ
く

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

　

長

引
く
ｆ
況
、
リ
ス
ト
ラ
で
職
場

が
な
く
な
っ
て
い
る
現
在
、
什

事
を
続
け
ら
れ
る
μ
び
と
、
透

析
治
療
に
理
解
あ
る
多
く
の
仲

間
達
に
「
あ
り
が
と
う
」
し
～
。
‥

　

　
　

　

外
束
透
析
時
の
食
令
も
介
料
　
　

と
な
っ
た
現
在
、
何
も
し
な
い

　

　
　

　

で
恩
恵
だ
け
受
け
て
い
た
末
人
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会
員
に
腎
友
会
や
令
腎
協
の
必

要
性
を
訴
え
患
行
会
の
組
織
率

ア
ッ
プ
に
努
力
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
、

妻私妻私

へ
行
く
事
に
な
っ
た
ご

　

「
私
も
行
っ
て
み
た
い
な
」

　

「
レ
‘
’
つ
し
て
」

　

「
私
も
人
Ｌ
透
析
を
受
け
て

い
る
火
の
妻
と
し
て
、
そ
し

て
．
番
の
理
解
行
と
し
て
あ

な
た
と
い
っ
し
ｋ
に
国
会
へ

行
き
た
い
の
」

　

「
え
、
本
当
か
い
」

　

「
と
こ
ろ
で
、
束
京
に
詳
し

い
人
が
行
く
の
」

　

「
室
蘭
地
方
腎
友
会
会
長
、

全
腎
協
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
担

当
理
事
の
佐
藤
さ
ん
は
以
前

東
京
に
住
ん
で
い
て
請
願
行

勁
も
今
回
で
８
回
目
ら
し
い

か
ら
安
心
だ
．
」

　

「
本
当
、
そ
れ
な
ら
人
丈
夫

だ
ね
ご

　

透
析
医
療
に
対
す
る
厳
し

い
経
済
環
境
の
中
、
今
こ
そ

患
者
が
．
致
団
結
し
て
活
動

し
て
行
く
べ
き
で
す
、
他
人

任
せ
で
な
く
自
ら
号
え
、
私

達
は
　
　
人
で
も
多
く
の
患

行
の
患
者
会
へ
の
参
加
を

呼
び
か
け
、
今
よ
り
も
人

き
な
組
織
と
な
っ
て
私
達

の
「
生
命
と
生
活
」
を
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

福
祉
の
充
実
に
反
対
す

る
政
党
や
議
員
は
い
ま
せ

ん
、
自
分
達
を
含
め
透
析

患
者
全
員
の
心
か
ら
の
悩

み
苦
し
み
を
我
々
が
代
行

し
て
議
員
さ
ん
へ
訴
え
、

聞
い
て
も
ら
い
、
今
回
の

請
願
内
容
が
１
０
０
％
実

現
す
る
よ
う
に
心
を
込
め

て
話
を
聞
い
て
も
ら
う
事

で
必
ず
心
に
止
め
て
く
だ

さ
る
人
が
い
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
「
継
続

は
力
な
り
」
、
団
結
と
希
９

を
持
っ
て
努
力
し
活
動
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

（
透
析
歴
１
年
９
ヶ
月
）

13

「
私
の
一
番
の
理
解
者
、

　
　
　
　
　
　

妻
と
い
っ
し
よ
に
」

中

　

田

　

雅

　

敏
（
小
樽
後
志
地
方
腎
友
会
）

　

私
、
そ
し
て
旭
川
の
高
橋
さ

ん
、
野
原
さ
ん
と
初
め
て
の
参

加
で
す
。
も
ち
ろ
ん
妻
も
ド
キ

ド
キ
、
緊
張
の
中
で
の
参
加
で

す
。

私

　

「
３
月
2
7
・
2
8
日
東
京
に

　
　

行
く
か
ら
」

'
ｔ
＾
l
i
i
ｔ
i
a
　
Ｌ
ｔ

１

　
　
　
　
　
　
　
　

－

　
　
　
　
　
　
　
　

－

｝

、
八
｀

　

ノ

‐

　
　

－

‘

　
　
　

－

１
？
ｒ
ｔ

。
ｒ
｡
i
二
一

｀i111，

妻

　

「
ど
う
し
て
？
」

　
　
　
　
　
　

妻

私

　

「
実
は
全
腎
協
国
会
請
願
書

　
　

を
提
出
し
て
議
員
さ
ん
ル
公
っ

　
　

私

　
　

て
各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
一
人
一

　
　

人
が
心
か
ら
の
話
を
聞
い
て

　
　

も
ら
う
た
め
だ
よ
」

妻

　

「
ど
う
し
て
あ
な
た
が
行
く

　
　

の
？
」

私

　

「
道
腎
協
幹
事
・
道
難
病
連

　

妻

　
　

派
遣
理
事
で
あ
る
北
征
ｆ
（
小

　
　

樽
）
さ
ん
の
推
薦
が
あ
っ
て

　
　

若
い
人
に
も
体
験
勉
強
、
そ

　
　

し
て
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

　
　

国
会
に
行
っ
て
ほ
し
い
の
で

　
　

す
。
と
↓
一
‥
わ
れ
て
私
か
国
会



ｉ

年度

--

　

ｊ
ｌ
‐

咄
・

０
ａ
／
・
｀

一 一

咄
全
腎
協
全
国
大
会
報
告

　

「
秋
田
大
会
」
に
参
加
し
て

道
腎
協
副
会
長
山

　

口

　

信

　

子
（
苫
小
牧
）

　

平
成
1
4
年
５
月
2
6
口
間
、
秋
田
市
文

化
会
館
に
於
い
て
、
全
国
か
ら
1
.
０

０
８
名
の
参
加
者
で
開
催
さ
れ
、
北
海

道
か
ら
も
、
会
員
・
家
族
含
め
て
2
2
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
か
ら
は
、
全
体
会
議
が
開

か
れ
、
開
会
、
歓
迎
の
挨
拶
、
主
催
者

挨
拶
、
「
患
者
の
訴
え
」
と
続
き
ま
し
た
。

女
性
３
名
に
よ
る
発
言
要
旨
は
。
人
口

の
方
は
、
透
析
歴
2
5
年
の
東
京
の
方
で
、

就
職
活
動
で
幾
度
と
な
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
な
が
ら
も
、
あ
き
ら
め
ず
一
度
し
か

な
い
人
生
に
当
た
っ
て
砕
け
ろ
精
神
で
、

必
ず
道
は
開
け
る
と
い
う
信
念
で
現
在

就
職
し
て
４
ヵ
月
に
な
る
と
い
う
・
…

こ
人
目
の
方
は
透
析
歴
2
8
年
の
兵
囃
県

の
方
で
、
若
い
仲
間
へ
の
エ
ー
ル
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
、
ご
自
身
の
生
活
に
っ

い
て
、
夢
と
目
標
に
向
か
っ
て
可
能
性

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
、
そ
し
て
行
動
を

起
こ
す
こ
と
で
語
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

y
　
　
･
'
･
人
目
の
方
は
透
析
歴
3
2
年
の
福

岡
県
の
方
で
数
々
の
合
併
症
に
悩
ま
さ

れ
な
が
ら
も
最
後
ま
で
生
き
生
き
と
／

と
い
う
訴
え
で
、
そ
の
生
活
の
実
態
を

知
る
事
が
で
き
感
動
を
受
け
ま
し
た
。

　

次
に
、
来
賓
挨
拶
、
祝
電
披
露
、
基

調
報
告
が
あ
り
、
小
林
孟
史
常
務
理
事

は
、
患
者
を
犠
牲
と
し
な
い
外
来
時
給

食
の
保
険
適
用
復
活
な
ど
を
含
む
診
療

報
酬
の
再
改
定
、
医
療
制
度
改
悪
阻
止

な
ど
の
運
動
を
は
じ
め
と
し
て
、
年
金

制
度
、
透
析
患
者
の
介
護
保
障
を
求
め

て
い
き
た
い
、
ま
た
、
社
会
参
加
と
し

て
就
労
の
場
を
求
め
て
、
組
織
率
の
強

化
と
信
頼
さ
れ
る
全
腎
協
へ

　

（
透
析
恋

者
2
0
万
人
超
え
て
い
る
中
で
、
組
織
率

5
0
％
弱
）
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
い
っ
そ
う
重
要
な
課
閣
と
し
て
、

道
腎
協
と
し
て
も
、
新
し
い
経
験
の
洩

い
会
員
と
、
経
験
豊
か
な
先
輩
会
員
と

で
議
論
し
な
が
ら
対
処
し
て
、
全
会
員

と
結
束
を
強
め
て
い
か
な
け
れ
ぱ
と
思

い
ま
し
た
。
ま
た
、
全
腎
協
は
昨
年
６

月
結
成
3
0
周
年
、
法
人
設
立
５
周
年
の

記
念
事
≪
１
（
と
し
て
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
Ｖ
Ｔ

Ｒ
を
制
作
し
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
記
念
講
演
と
し
て
新
潟
信
楽
園
病

院
の
副
院
長
鈴
木
正
司
氏
に
よ
る
「
安

定
し
た
透
析
と
自
己
管
理
の
た
め
に
」

で
は
、
長
期
透
析
で
は
、
栄
養
不
良
が

問
題
と
な
り
、
特
に
一
白
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
摂
取
最
が
重
要
で
慢
性
的
な
蛋
白
質

摂
取
不
足
の
傾
向
が
多
く
、
進
行
す
る

と
痩
せ
て
く
る
の
が
特
徴
と
い
う
こ
と

で
す
。
ま
た
、
二
次
性
副
甲
状
腺
機
能

充
進
症
の
治
療
薬
と
し
て
オ
キ
サ
ロ
ー

ル
を
使
う
事
に
よ
り
、
副
作
用
と
し
て
、

足
・
腰
・
閲
節
が
痛
く
な
っ
た
り
の
症

状
が
現
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
質
問
が

数
多
く
あ
り
、
私
は
現
在
オ
キ
サ
ロ
ー

ル
を
２
ヵ
月
使
っ
て
い
ま
す
の
で
、
興

味
を
も
っ
て
聞
い
て
お
り
ま
し
た
。
全

体
会
閉
会
後
、
午
後
１
時
よ
り
７
つ
の

分
科
会
が
あ
り
、
私
は
「
長
期
透
析
患

者
の
〈
口
併
症
と
そ
の
対
策
」
に
参
加
し

ま
し
た
。
長
期
透
析
患
者
に
合
併
症
が

増
え
て
い
る
け
れ
ど
、
透
析
歴
に
は
関

係
無
く
発
症
す
る
合
併
症
も
存
在
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
直
接
の
死
閃
に
は

な
ら
な
い
に
し
て
も
患
者
の
「
生
活
の

質
」
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
を
極
度
に
低
下
さ
せ
る

　

「
貧
血
、
骨
瞭
害
等
」
患
者
の
高
齢
化

な
ど
も
関
係
し
て
く
る
が
、
近
年
で
は

心
不
全
、
感
染
症
、
脳
血
管
障
害
、
悪

性
腫
瘍
、
心
筋
梗
塞
等
が
み
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
医
学
的
な
早
期
の
対

応
と
、
透
析
器
械
類
の
的
確
な
選
択
、

自
己
管
理
。
血
圧
管
理
、
処
方
ど
お
り

の
服
薬
、
食
事
管
理
、
健
康
的
な
日
常

生
活
、
適
度
な
運
動
、
衛
生
瞥
理
な
ど

が
大
切
で
あ
り
、
患
者
と
し
て
は
高
い

Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
も
と
で
快
適
な
透
析
生
活
の

維
持
を
目
指
そ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、

合
併
症
に
な
ら
な
い
素
晴
ら
し
い
ダ
イ

ア
ラ
イ
ザ
ー
の
出
現
が
あ
れ
ば
…
と
思

い
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
の
透
析
歴
3
0
年
以
Ｌ
の
患

者
さ
ん
が
、
新
潟
に
多
く
お
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
で
、
と
て
も
感
心
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
色
々
な
地

方
の
方
と
お
話
で
き
れ
ば
、
私
の
透
析

ラ
イ
フ
に
も
プ
ラ
ス
に
な
る
の
で
は
と

思
い
。
元
気
で
い
て
来
年
も
次
の
年
も

参
加
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
で
帰
苫
し

ま
し
た
。

14－



道腎協青年部が道腎協第25回定期総会で発足を宣言しました。

発

　

足 宜

　

言

　

現在、透析患者の平均導入年齢は63歳、平均年齢は60歳です。40歳未満の割合を見

ると患者全体の13％程度です。

　

そんな中で若い患者の存在はっいっい影がうすくなりがちです。

　

このように透析患者会はこれからも高齢化や合併症の進行などで、今まで患者会活

勁を支えてきた人たちが減ってきて、患者会組織の存続も危ぶまれています。

　

一方、若い患者さんからは

　　

｢自分の病院には同世代の患者がいないから活動には参加しにくい｣

　　

｢年配の人に入っての患者会活動は年齢差のあまり意Ｑ.が出しにくい｣

　　

｢患者会活動に参加しなくても健常者と一緒に行動する機会があり患者会そのもの

　　

の必要性を感じない｣

　　

｢ﾆ＆しかった過去の話は若い導入患者には実感がわかない｣

などの声があります。

　

こうした青年患者の声に応えて青年患者同士の交流、意見交換の場が必要と全国で

青年部が次々と発足してきています。

　

そんな中、仮称：道腎協青年部は昨年より

　

・メールを利用したメーリングリストを始動

　

・層雲峡での青年部発足準備会を開催

を行いながら平成14年度から道腎協青年部を発足する準備を進めてまいりました。

　

道腎協青年部は「青年患者固有の要望や悩みを交流しながら青年患者の自立の方策

を考えていく」ことを目的とし、「21世紀を担う青年患者が若々しく元気に生き抜くた

めに｡/」をスローガンに第25回道腎協総会で発足します。

　　　　

平成14年５月26日

　　　　

第25回道腎協総会札幌大会

　　　　　

キ

　

ノ

　　

ヒ
愛称名“KINOHI”に決定が

　　　　　

（アイヌ語で腎臓の意味）

《道腎協青年部メンバー募集Z/》

　

道腎協は５月の総会をもって青年部を発足しました。

　

40歳代までの患者で地域地方腎友会に加入されている方を対象にメンバーを募集致
します。たくさんのご応募待っています。
〔連絡先〕

　

Kiyono@passage.ne.jp

　

又は道腎協事務局:01 1-14‘i-0217（ＦＡＸ共用）川村までお願いします。
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ｌ
ｙ
‘
ｅ

Ｑ
岫
肺
胞
ａ
匈

・●

・
・

　

Ｉ
・
・

八
旭

川

ソ

「
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
ラ
イ
ブ
」

　
　
　
　

で
和
む
記
念
総
会

　

行
楽
‐
和
に
恵
ま
れ
た
、
混
成
1
4

印
４
月
2
1
‐
間
八
’
年
度
は
発
足
1
5
年

を
記
念
し
、
総
会
及
び
記
念
講
演
会

を
出
席
者
7
2
″
ｎ
の
ド
で
開
催
い
た
し

●・・●ｊ

ま
し
た
．
最
初
に
、
今
年
ｙ
々
突
然

人
っ
て
き
た
透
析
医
療
費
の
改
値
に

よ
る
問
題
点
に
っ
い
て
、
今
後
の
対

策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、

会
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
．

　

束
賓
に
は
、
旭
川
巾
保
健
所
保
健

推
進
課
課
長
．
旭
川
巾
議
会
議
員
、

衆
議
院
議
は
秘
み
、
道
腎
協
副
会
長
、

難
病
連
旭
川
支
部
妊
他
各
氏
の
出
席

を
い
た
だ
き
、
お
祝
い
の
辞
と
、
患

片
会
活
動
へ
の
ご
理
解
と
励
ま
し
の

．
．
．
一
‥
菊
を
い
た
だ
き
ま
し
た
．

　

来
賓
の
方
々
に
は
、
お
礼
の
拍
手

を
も
っ
て
ご
退
場
い
た
だ
い
た
後
、

議
案
μ
に
限
づ
き
議
長
を
選
出
し
議

事
に
は
い
り
ま
し
た

　

1
3
年
度
活
勁

報
告
・
会
計
報
告
・
監
在
報
告
が
行

わ
れ
、
会
ほ
拡
人
に
吋
し
て
の
質
問

が
あ
り
、
会
長
、
剛
会
長
の
回
答
に

よ
り
、
拍
ｆ
で
承
認
を
受
け
ま
し
た
．

　

次
に
、
活
動
方
針
・
’
ｒ
算
案
が
提

案
さ
れ
、
会
は
か
ら
は
、
要
介
護
者

に
吋
す
る
ぼ
体
的
対
策
に
っ
い
て
の

質
問
が
あ
り
、
会
長
に
れ
る
通
院
吋

策
の
考
え
と
、
事
柊
局
長
よ
り
昨
年

後
瑚
に
行
っ
た
介
護
ア
ン
ケ
ー
ト
を

基
に
今
後
の
取
り
組
み
計
画
の
説
明

を
い
た
し
ま
し
た
．
ご
て
の
他
、
巾
で

新
設
の
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
嘔

務
所
人
所
の
件
に
っ
い
て
は
承
認
、

役
は
．
部
ひ
川
も
満
場
．
致
で
承
認

さ
れ
、
手
慣
れ
た
離
長
の
進
行
で
、

無
事
に
総
会
は
終
．
１
し
ま
し
た

　

昼
食
後
は
、
1
5
周
年
を
記
念
し
、

さ
さ
や
か
な
イ
．
ベ
ン
ド
と
し
て
「
ラ

ン
チ
タ
ｆ
ム
ラ
で
ブ
」
を
試
み
て
み

ま
し
た
Ｉ
ラ
イ
ブ
リ
ー
グ
は
介
護
夕

　　　　　

旭･II地方腎友会１５喝年記念総会

=…………………………………………………………………一 目 目 | ・ L , | . ¨

ク
シ
ー
ヘ
ル
バ
ー
さ
ん
、
何
時
も
、

お
年
寄
り
の
食
事
の
お
世
話
：
≒
ｆ

を
引
い
て
透
析
室
へ
案
内
す
る
姿
に

は
心
を
打
た
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

優
し
い
ｆ
で
ｉ
-
i
f
し
い
政
楽
を
奏
で

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
'
･
'
ａ
ｔ
は
、
巾
｡
*
＜
札
幌
病
院
腎
移

植
科
部
長
「
ｆ
野
哲
夫
先
生
」
を
お

招
き
し
「
最
新
の
腎
移
植
事
情
」
レ
】

題
し
て
記
念
講
演
を
お
’
I
な
い
ま
し

た
。
腎
不
全
医
療
内
容
に
は
、
透
析

吠
療
・
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
・
移
植
と
自
由
に

選
択
出
恥
る
時
代
に
な
っ
た
こ
と
、

移
植
後
の
新
免
疫
抑
制
剤
か
ら
移
植

　

1
6

午
齢
、
更
に
費
川
㈲
ま
で
、
多
岐
に

渡
っ
て
の
お
話
を
伺
・
リ
土
レ
ー
が
で
き

ま
し
た
。
内
容
の
中
で
特
に
印
象
に

残
・
ン

は
、
そ
の
地
城
で
侈
航
が
可
能
」
レ
ー

の
こ
と
、
こ
の
・
一
と
か
ら
。
意
思
表

示
カ
ー
ド
の
携
帯
ｉ
Ｃ
ｔ
Ｐ
そ
の
地
域
で

多
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
９
・

そ
の
た
め
に
は
、
私
達
の
防
年
行
い

て
い
る
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
も

内
容
を
考
え
な
が
・
≒
地
道
な
が
ら

で
も
、
続
け
る
必
要
性
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た

　

（
報
告

　

…
ｕ
４
　
　
叉
沖
肢
）



Ｓ
Ｉ

八
夕

張

Ｗ

総
会
と
懇
親
会
開
催

　

４
月
1
4
日
（
日
曜
日
）
清
水
沢
寿

五
店
に
於
い
て
友
の
会
の
総
会
を
開

催
し
、
1
4
年
度
の
役
員
改
選
、
行
事

予
定
等
を
審
議
し
て
終
了
後
に
別
室

に
於
い
て
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
食
前
に
記
念
写
真
を
と
り
会
長

の
挨
拶
及
び
、
乾
杯
の
音
頭
の
後
、

会
食
に
入
り
ま
し
た
。
又
、
平
素
は

透
折
中
は
顔
を
合
わ
せ
て
も
あ
ま
り

雑
談
す
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
時
ば
か
り
は
思
っ
て
い
る
事
を

お
互
い
に
話
し
合
い
、
時
間
の
た
つ

の
も
忘
れ
て
楽
し
い
懇
親
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
報
告

　

柳
原

　

政
雄
）

八
苫

小

牧
Ｗ

定
期
総
会
の
開
催

　

１
月
2
7
日
間
苫
小
牧
腎
友
会
の
第

2
8
回
定
期
総
会
が
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
道
腎
協
会
長
の
堀

井
和
彦
氏
及
び
当
会
の
顧
問
で
市
議

会
議
員
の
吉
田
正
義
氏
が
出
席
さ
れ
、

会
員
出
席
7
0
名
、
委
任
状
出
席
１
２

６
名
で
総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

　

総
会
次
第
に
よ
り
2
0
0
1
年
度

逝
去
会
員
に
対
す
る
黙
祷
を
捧
げ
、

山
口
信
子
会
長
の
挨
拶
、
御
来
賓
の

挨
拶
、
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
披
露

と
続
き
ま
し
た
。

　

つ
い
で
、
議
長
に
黒
田
秀
樹
氏
（
日

翔
病
院
）
を
選
出
し
て
議
案
の
審
議

に
は
い
り
ま
し
た
。

,1ヽ牧腎友会麦細

吋

j畠

。
リ
ゴ

)
'
>

　

ｙ
ｍ
Ｂ
ｋ
Ｊ
ｓ
ｉ
ｌ
^

　

事
務
局
長
の
事
業
報
告
、
会
計
担

当
者
の
決
算
報
告
と
続
き
、
会
場
に

質
疑
応
答
を
諮
り
ま
し
た
が
、
い
ず

れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
2
0
0
2
年
度
の
事
業
計
画

と
予
算
（
案
）
が
事
務
局
長
か
ら
説

明
さ
れ
、
会
場
に
質
疑
応
答
を
諮
っ

た
と
こ
ろ
、
両
議
案
と
も
原
案
通
り

了
承
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
上
程
議

案
の
す
べ
て
を
終
．
ｊ
し
た
の
で
議
長

の
解
任
が
あ
り
、
1
5
年
透
析
会
ａ
の

表
彰
式
に
移
り
ま
し
た
。
千
秋
医
院

の
永
井
克
久
氏
、
小
林
孝
司
氏
と
日

翔
病
院
の
伊
藤
次
郎
氏
、
中
野
琴
氏

の
４
名
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
後
、
山
口
会
長
か
ら
永
年
透

析
は
会
員
の
励
み
に
な
る
の
で
、
来

年
か
ら
2
0
年
、
2
5
年
、
3
0
年
と
表
彰

機
会
を
増
や
し
た
い
と
提
案
が
な
さ

れ
、
会
員
　
　
同
の
賛
意
を
と
り
つ
け

ま
し
た
。

　

こ
れ
で
総
会
議
案
の
審
議
が
す
べ

て
終
了
し
閉
会
と
な
り
ま
し
た
が
、

余
り
に
ス
ム
ー
ズ
に
議
案
審
議
が
進

行
し
た
の
で
、
予
定
よ
り
3
0
分
も
早

く
終
了
し
て
し
ま
い
、
隣
室
で
の
新

年
会
の
料
理
の
準
備
が
間
に
合
わ
な

く
て
事
務
局
も
右
往
左
往
し
ま
し
た

が
、
準
備
の
で
き
る
問
、
会
員
同
士

が
ゆ
っ
く
り
話
し
合
う
機
会
を
設
け

る
こ
と
が
で
き
て
大
変
良
か
っ
た
と

参
加
者
か
ら
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
年
会
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
カ
ラ

オ
ケ
で
、
舞
台
は
空
く
間
も
な
く
埋

ま
り
、
時
間
の
延
長
と
大
盛
況
の
余

韻
の
中
で
、
事
務
局
長
が
、
「
来
年
も

ま
た
元
気
で
お
会
い
し
ま
し
よ
う
」

と
閉
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
報
告

　

河
内

　

英
樹
）
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八
＋

勝

Ｗ

親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
人
会

　

人
る
1
2
川
２
‐
、
帯
広
ス
ズ
ラ
ン

ホ
テ
ル
に
於
い
て
ト
勝
地
方
腎
友
会

ボ
ウ
リ
ン
グ
人
会
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
会
長
＼
ｊ
＾
　
ｕ
.
…
副
会
長
、
事
務
局

長
人
院
と
い
う
中
、
残
り
役
ほ
４
名

が
協
力
し
力
を
発
揮
し
例
年
で
す

と
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
ｔ
、
会
終
．
ｊ
の
後
、

お
い
し
い
お
弁
肖
を
食
べ
な
が
ら
の

親
睦
で
す
が
、
今
年
は
会
場
の
都
べ
い

も
あ
り
、
先
に
食
事
と
な
り
ま
し
た

薄
味
だ
け
ど
ポ
リ
ュ
ウ
ム
満
点
の
お

い
し
い
お
命
当
を
皆
さ
ん
で
い
た
だ

き
、
午
後
か
ら
の
ゲ
ー
ム
開
始
に
な

り
ま
し
た
．
満
腹
で
お
腹
が
取
た
い

の
レ
ー
、
ポ
ー
ル
の
ｔ
…
’
さ
と
で
四
驚
ぺ

河
し
な
が
ら
の
投
球
、
そ
れ
で
も
、

あ
ち
ら
こ
し
．
ら
か
ら
７
　
ト
ラ
イ
ク
が

１
ｊ

　
　

ｌ
・
・

　

ｊ
”
一
Ｌ

‥
‥
‐
で
打
Ｔ
ぴ
連
続
・
・

　

施
設
対
抗
で
は
Ｌ
位
３
位
ま
で
優

勝
カ
ア
ブ
が
ｆ
渡
さ
れ
、
個
人
戦
で

は
、
患
者
と
家
族
・
ス
タ
ッ
フ
に
別

れ
、
成
績
順
に
豪
革
？
な
賞
品
が
各
々

に
Ｆ
渡
さ
わ
ま
し
た
．
‐
頃
運
動
ｆ

足
の
割
に
は
、
け
が
Ｌ
へ
も
々
く
無
事

終
ｒ
で
き
、
噪
良
い
運
動
に
な
．
い
だ

の
で
は
？
レ
ー
思
い
ま
す
．

　

又
今
年
も
家
族
や
施
設
７
　
タ
〃
フ

の
方
々
の
多
数
の
参
加
、
協
力
を
限

き
盛
人
に
終
．
Ｊ
す
る
嘔
が
で
き
ま
し

た
、
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た

次
年
度
も
お
楽
し
み
に
ネ
：
≒

　
　
　
　
　

（
報
告

　

小
笠
原
和
枝
）

八
深

新
年
会
を
開
催

W

　

桜
前
線
が
例
年
に
な
い
ス
ピ
ー
ド

で
北
Ｌ
し
、
４
川
９
９
　
　
‐
札
幌
の
桜
の

開
；
ｉ
ｊ
が
宣
．
召
さ
れ
た
、
ｆ
弟
よ
り
７

‐
も
い
い
そ
う
で
、
’
一
れ
は
桜
の
観

測
史
Ｌ
始
ま
＼
て
以
来
妓
も
‥
ｙ
い
開

佗
だ
そ
う
だ
．
『

　

待
ち
遠
し
い
春
が
駆
け
尾
で
や
っ

て
東
た
I
　
』
と
は
雪
国
に
レ
九
で
本
肖

に
嬉
し
い
事
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
地

球
温
暖
化
に
起
因
し
て
い
る
と
す
る

な
ら
ば
、
μ
ん
て
ば
か
り
も
い
ら
れ

な
い

　

し
か
し
、
気
候
が
ど
う
変
化

し
よ
う
と
作
の
息
吹
は
滞
る
こ
と
々

く
や
っ
て
く
る
。
I
　
)
の
自
然
の
営
み

の
力
は
何
処
か
ら
生
じ
る
の
だ
ろ
う
、

爽
や
か
な
新
緑
は
あ
く
ま
で
も
清
々

し
く
伸
び
や
か
で
私
た
ち
の
心
も
和

ま
せ
て
く
れ
る
、
そ
し
て
「
今
年
も

頑
張
ら
な
き
や
」
-
ｉ
　
I
気
わ
を
奮
い
な

た
せ
て
く
れ
る
の
で
あ
る

　

’
一
の
時
期
を
迎
え
て
体
調
を
く
ず

さ
れ
て
い
る
仲
間
が
居
ら
れ
る
が
、

ど
う
か
’
一
の
存
の
育
み
に
〈
‐
わ
せ
て

元
気
を
し
・
り
も
と
し
て
ほ
し
い
、
そ

し
て
緑
に
満
ら
た
窄
気
を
体
い
い
ば

い
に
受
け
て
．
緒
に
咄
張
ご
八
付
き

-
ｗ
し
-
Ｍ
う
．

　

１
月
2
7
‐
佃
例
の
新
年
に
会
４
　
深
川

の
‐
の
出
会
館
で
実
胞
し
た

　

総
勢

3
0
人
噪
と
な
っ
た
が
病
院
の
先
生
始

め
ス
タ
ッ
フ
令
ほ
の
ｆ
一
出
席
を
．
泊
き

会
ほ
は
唆
念
な
が
ら
ｔ
数
に
止
生
い

だ

　

彩
素
お
匝
話
に
な
っ
て
い
る
皆

さ
ん
に
・
一
う
し
た
機
会
を
折
り
に
感

謝
を
と
の
意
味
〈
‥
い
も
あ
っ
た
の
だ

が
、
そ
れ
は
気
概
だ
け
と
な
い
て
し

ま
・
い
た
『

　

し
か
し
、
抽
選
会
カ
ー
フ
オ

ケ
な
ど
時
問
と
趣
に
楽
し
さ
が
増
し

病
気
の
事
な
レ
一
令
く
忘
れ
c
定
時

間
を
オ
ー
バ
ー
す
る
ほ
ど
の
楽
し
い

会
で
終
え
る
こ
レ
ー
が
で
き
た

　

欠
席

山
方
は
体
調
が
優
れ
な
い
な
レ
ー
色
り

し
一
乍
情
も
あ
り
や
む
を
得
々
い
が
、

次
川
は
キ
「
レ
一
ち
加
し
て
印
き
融
和

を
深
め
て
欲
し
い
と
思
う
力
で
あ
る

仲
間
の
．
Ｌ
へ
か
欠
け
て
も
寂
し
い
思

い
に
駆
ら
れ
る
、
病
気
に
は
絶
吋
負

け
な
い
ぞ
と
い
・
り
信
念
を
も
い
て
前

向
き
に
前
進
し
ま
し
Ｌ
・
リ

　
　
　
　
　

（
報
杵

　

‐
襲

　
　

繁
）

８



●

一
Ｉ

　

¬

３地
目

通

に

Ｌ．

道
腎
協
運
営
委
員
椿

　

分

　

百
合
江
（
江
別
）

　

私
は
、
透
析
導
入
と
同
時
に

今
の
職
場
に
入
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
廻
り
の
皆
か
ら
は
恵

ま
れ
た
職
場
で
幸
せ
な
人
に
見

え
る
ら
し
く
「
正
職
員
な
の
」
「
給

料
制
な
の
」
と
か
質
問
攻
め
の

　

時
期
が
続
き
。
私
自
身
職
場
で

　

は
人
間
関
係
に
悩
ん
だ
り
、
透

　

析
と
仕
事
の
間
で
自
分
の
居
場

　

所
が
見
っ
か
ら
ず
悶
々
と
し
た

　

毎
日
を
送
り
、
そ
こ
か
ら
逃
げ

　

出
す
こ
と
ば
か
り
を
考
え
て
い

　

た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
が
透
析
に
入
る
時
に
担
当
の

先
生
か
ら
「
透
析
を
す
る
っ
て
言

う
こ
と
は
悲
観
す
る
事
で
は
な
い
、

た
だ
透
析
を
し
て
い
る
と
言
う
だ

け
で
普
通
の
生
活
が
出
来
る
の
だ

か
ら
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
後
は

何
を
言
わ
れ
た
の
か
覚
え
て
は
い

な
い
の
に
こ
の
言
葉
だ
け
は
私
の

心
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。
誰
か
に

何
か
を
言
わ
れ
る
度
に
、
私
は
透

析
を
し
て
い
る
の
だ
か
ら
普
通
で

は
無
い
ん
だ
と
思
い
込
ん
で
こ
の

頃
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
自
分
は
本
当
は
恵
ま
れ
て

い
る
と
実
感
で
き
た
時
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
５
年
程
前
に
参
加

し
た
「
第
２
回
全
国
青
年
交
流
会
」

で
し
た
。
明
る
く
元
気
に
見
え
る

彼
等
が
本
当
に
悩
み
苦
し
ん
で
い

る
事
を
知
っ
た
か
ら
で
す
。
2
0
代

3
0
代
の
働
き
盛
り
に
仕
事
が
な
く

何
度
面
接
に
行
っ
て
も
透
析
を
理

山
に
断
ら
れ
た
り
、
「
結
婚
も
し
た

い
が
将
来
が
不
安
だ
」
な
ど
の
多

く
の
話
を
間
い
た
か
ら
で
す
。
皆

誰
か
に
聞
い
て
ほ
し
い
の
に
廻
り

に
は
話
せ
る
相
手
や
、
聞
い
て
く

れ
る
人
が
い
な
い
ま
ま
暮
ら
し
て

い
る
ん
だ
な
と
思
っ
た
時
、
私
の

悩
み
な
ん
て
贅
沢
な
ん
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

　

そ
の
時
、
私
は
誰
よ
り
も
普
通

に
暮
ら
し
て
い
る
事
に
気
づ
き
ま

し
た
。
私
に
と
っ
て
は
透
析
を
し

て
い
る
時
間
も
し
て
い
な
い
時
間

も
、
私
自
身
の
普
通
に
流
れ
て
い

る
時
間
な
の
で
す
。

　

そ
れ
に
、
私
で
は
何
の
役
に
も

立
た
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
話

を
聞
い
て
あ
げ
る
事
で
悩
み
を
解

決
し
て
あ
げ
ら
れ
る
事
を
知
り
ま

し
た
。

　

５
月
に
、
道
腎
協
に
も
青
年
部

が
出
来
ま
す
。
諸
先
輩
方
の
歴
史

を
知
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
。
我
々

は
こ
れ
か
ら
大
変
厳
し
い
時

代
へ
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　

肯
年
と
呼
ば
れ
る
年
代
の
方

は
現
実
の
生
活
や
仕
事
に
追
わ

れ
患
者
会
ど
こ
ろ
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

で
も
、
年
に
１
度
や
２
度
ぐ
ら

い
同
じ
立
場
で
悩
み
を
語
っ

た
り
、
日
頃
と
は
違
う
所
に
出

掛
け
た
り
、
楽
し
く
遊
ん
で
み

た
り
す
る
の
も
良
い
も
の
で
す

よ
。

　

今
、
私
は
私
の
廻
り
で
支
え

て
下
さ
る
全
て
の
方
に
感
謝
し

て
毎
日
を
送
る
よ
う
心
掛
け
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
普
通

に
」
生
き
て
い
る
事
に
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
日
々

過
ご
し
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。
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Ｓ
Ｓ

Ｏ
Ｏ
ｅ

腎
臓
と
骨
代
謝
、

　

カ
ル
シ
ウ
ム
ー
リ
ン

　

透
析
を
受
け
て
い
る
慢
性
腎
不

全
患
者
数
は
年
々
増
加
し
、
さ
ら

に
透
析
歴
が
1
0
～
2
0
年
と
長
期
化

す
る
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
透
析

療
法
の
長
期
化
に
と
も
な
い
さ
ま

ざ
ま
な
合
併
症
が
生
じ
ま
す
が
、

磨
か
で
も
骨
・
関
節
の
合
併
症
が

も
っ
と
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

令
腎
臓
の
は
た
ら
き

　

腎
臓
と
骨
と
い
う
と
、
。
見
、
無

関
係
の
よ
う
で
す
が
、
実
は
深
い
関

係
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
骨
の
材
料
で
あ
る
カ
ル

シ
ウ
ム
の
吸
収
を
促
す
活
性
型
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
は
腎
臓
で
し
か
作
り
出
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
し
、
腎
臓
で
は
尿

を
作
る
際
に
、
カ
ル
シ
ウ
ム
と
と
も

j・

に
骨
の
材
料
に
な
っ
て
い
る
リ
ン
の

量
も
調
節
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
腎
機
能
が
低
下
す
る

と
体
内
の
カ
ル
シ
ウ
ム
ー
リ
ン
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
、
低
カ
ル
シ
ウ
ム

血
症
を
起
こ
し
、
骨
の
病
変
が
生
じ

や
す
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

令
正
常
な
骨
の
代
謝

　

骨
に
は
。
内
臓
を
守
っ
た
り
、
か

ら
だ
を
支
え
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
も
血
液
中
の
カ
ル
シ
ウ

ム
濃
度
を
。
定
に
保
つ
と
い
う
重
要

な
機
能
が
あ
り
ま
す
。

　

カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
リ
ン
と
と
も
に

骨
や
歯
を
作
る
材
料
に
な
る
ば
か
り

で
は
な
く
、
神
経
伝
達
物
質
や
筋
肉

を
勁
か
す
信
号
に
も
利
川
さ
れ
る
重

要
な
ミ
ネ
ラ
ル
で
す
。

　

骨
は
、
こ
の
人
事
な
カ
ル
シ
ウ
ム

の
貯
蔵
庫
と
し
て
、
い
ざ
と
い
う
時

-

に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
放
出
す
る
役
割
を

果
た
し
て
い
る
の
で
す
。

●
破
骨
細
胞
と
骨
芽
細
胞

　

さ
て
、
骨
は
常
に
占
い
骨
を
溶
か

し
て
新
し
い
骨
を
作
り
出
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
関
係
し
て
い
る
の
が
、

破
骨
細
胞
と
骨
芽
細
胞
で
す
。

●
骨
の
代
謝
回
転

　

骨
の
代
謝
は
、
休
止
期
↓
吸
収
期

‐
・
逆
転
期
↓
形
成
期
↓
休
止
期
と
い

う
サ
イ
ク
ル
を
く
り
返
し
て
お
り
、

こ
れ
を
骨
回
転
、
あ
る
い
は
骨
の
代

謝
回
転
と
呼
び
ま
す
。

　

破
骨
細
胞
は
吸
収
期
に
背
中
の
カ

ル
シ
ウ
ム
を
溶
か
し
出
し
、
骨
芽
細

胞
は
形
成
期
に
新
し
い
骨
を
作
る
た

め
に
働
き
ま
す
。

●
カ
ル
シ
ウ
ム
と
リ
ン
の
関
係

　

背
は
カ
ル
シ
ウ
ム
と
リ
ン
か
ら
作

ら
れ
ま
す
、

　

カ
ル
シ
ウ
ム
は
生
命
活
勁
に
不
可

欠
な
ミ
ネ
ラ
ル
で
す
が
、
リ
ン
も
ま

た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出
す
重
要

な
ミ
ネ
ラ
ル
で
す
。
こ
の
カ
ル
シ
ウ

ム
と
リ
ン
は
血
液
中
で
ど
ち
ら
か
。

方
が
増
え
れ
ば
も
う
．
方
が
減
る
と

い
う
関
係
に
あ
り
ま
す

　

仮
に
、
健
康
な
人
が
食
事
で
リ
ン

を
多
め
に
と
っ
た
場
｀
口
、
血
液
中
の

カ
ル
シ
ウ
ム
量
は
減
っ
て
い
き
ま
す
．

す
る
と
、
の
ど
の
甲
状
腺
の
裏
側
に

つ
い
て
い
る
米
粒
人
ほ
ど
の
副
甲
状

腺
か
ら
副
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
（
Ｐ
Ｔ

Ｈ
）
が
分
泌
さ
れ
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ｈ
は
腎
臓
に
働
き
か
け
、
リ

ン
の
排
泄
を
促
す
．
方
、
い
っ
た
ん
、

尿
中
に
排
泄
さ
れ
た
カ
ル
シ
ウ
ム
を

再
吸
収
し
、
さ
ら
に
食
事
由
来
の
力

　

2
0

ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
促
進
す
る
活
性

型
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
作
る
よ
う
命
令
を

出
し
ま
す
．
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ｈ
は
．
破

骨
細
胞
を
活
性
化
し
て
骨
か
ら
の
カ

ル
シ
ウ
ム
の
溶
出
（
骨
吸
収
）
を
増

し
ま
す
、

●
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
働
き

　

食
事
か
ら
得
た
り
日
光
を
浴
び
て

皮
ド
で
八
‐
成
さ
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
、

カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
や
骨
の
代
謝
を

促
進
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
．

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
、
そ
の
ま
ま
で
は



ｅ
１

作
用
が
弱
い
た
め
腎
臓
に
よ
っ
て
活

性
化
さ
れ
ま
す
。
こ
の
活
性
化
で
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を
吸
収
す

る
働
き
は
１
、
５
０
０
倍
も
高
ま
り

ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
カ
ル
シ
ウ
ム
ー
リ
ン

の
濃
度
は
腎
機
能
と
関
係
が
深
い
様
々

な
調
節
機
構
に
よ
っ
て
常
に
一
定
に

保
た
れ
て
い
ま
す
。

令
透
析
者
の
骨
の
代
謝

　

血
液
は
腎
臓
の
糸
球
体
で
ろ
過
さ

れ
、
か
ら
だ
に
と
っ
て
不
要
な
も
の

は
尿
と
し
て
排
泄
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
腎
機
能
が
障
害
さ
れ
る
と
、
こ

の
ろ
過
機
能
が
う
ま
く
働
か
ず
、
余

分
な
リ
ン
も
排
泄
さ
れ
な
い
た
め
血

液
中
の
リ
ン
濃
度
が
上
昇
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
血
液
中
の
リ
ン

の
濃
度
が
上
昇
す
れ
ば
カ
ル
シ
ウ
ム

の
濃
度
が
下
が
る
の
で
、
こ
れ
に
よ

り
低
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
が
生
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
腎
機
能
が
低
下
す
る
と
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
が
活
性
化
さ
れ
ず
、
腸
か

骨痢変のメカニズム

゛””７“1
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ら
の
カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収
が
減
少
し
て

し
ま
い
、
こ
れ
も
ま
た
、
低
カ
ル
シ

ウ
ム
血
症
を
招
く
原
因
と
な
り
ま
す
。

●
副
甲
状
腺
機
能
充
進
症

　

低
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
に
な
る
と
、

か
ら
だ
は
血
液
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
濃

度
を
一
定
に
保
と
う
と
し
て
、
副
甲

状
腺
を
刺
激
し
、
副
甲
状
腺
ホ
ル
モ

ン
（
Ｐ
Ｔ
Ｈ
）
を
分
泌
さ
せ
ま
す
。

　

持
統
的
に
副
甲
状
腺
が
刺
激
さ
れ

る
と
、
副
甲
状
腺
は
次
第
に
大
き
く

な
り
、
多
量
の
Ｐ
Ｔ
Ｈ
を
放
出
す
る

と
い
う
悪
循
環
に
お
ち
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
が
副
甲
状
腺
機
能
充
進
症
で
、

血
中
カ
ル
シ
ウ
ム
濃
度
は
改
善
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
代
償
と
し
て
Ｐ
Ｔ
Ｈ

に
よ
り
骨
の
代
謝
に
変
調
を
き
た
し
、

骨
病
変
が
起
き
て
し
ま
い
ま
す
。

令
透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
症

　

腎
不
全
に
な
る
と
、
庫
ミ
ク
ロ
グ

ロ
ブ
リ
ン
（
山
Ｍ
Ｇ
）
と
呼
ば
れ
る

た
ん
ぱ
く
質
の
腎
臓
で
の
代
謝
が
障

害
さ
れ
る
た
め
蜘
Ｍ
Ｇ
が
体
内
に
蓄

積
し
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
と
呼
ば
れ
る
線

維
が
つ
く
ら
れ
、
こ
れ
が
全
身
の
さ

ま
ざ
ま
な
部
分
に
沈
着
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
を
透
析
ア
ミ
ロ
イ

ド
症
ま
た
は
透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ

ス
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
症
に
は
、
手
根

管
症
候
群
を
は
じ
め
、
腱
鞘
炎
、
関

節
炎
。
破
壊
性
脊
椎
関
節
症
、
骨
折

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

透
祈
ア
ミ
ロ
イ
ド
症
を
予
防
す
る

た
め
に
は
、
低
分
子
た
ん
ぱ
く
質
を

除
去
で
き
る
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー
を
使

用
し
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
の
前
駆
物
質
で

あ
る
庫
Ｍ
Ｇ
を
で
き
る
だ
け
取
り
去

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

透
析
者
の
骨
・

　
　
　
　

関
節
症
状

　
　

腎
機
能
の
低
下
に
伴
い
、
カ
ル

　

シ
ウ
ム
ー
リ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

　

れ
て
し
ま
う
と
、
骨
が
も
ろ
く
な
っ

　

た
り
、
骨
・
関
節
痛
な
ど
の
症
状

　

が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
骨
疾
患
を
総
称
し
て
「
腎

　

性
骨
異
栄
養
症
Ｌ
あ
る
い
は
「
腎

　

性
骨
症
Ｌ
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

令
骨
・
関
節
痛

　

前
章
で
脱
明
し
た
よ
う
に
、
腎
臓

は
血
液
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
ー
リ
ン
濃

度
を
調
節
す
る
た
め
の
様
々
な
働
き

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
透
析
者
で
は
¶
不
全

に
伴
う
骨
病
変
が
生
じ
ま
す
。
こ
う

し
た
腎
機
能
障
害
に
伴
う
骨
疾
患
を
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総
称
し
て
「
腎
性
骨
異
栄
養
症
」
あ

る
い
は
「
腎
性
骨
症
」
と
呼
ん
で
お

り
、
長
期
透
析
に
お
い
て
最
も
多
く

見
ら
れ
る
合
併
症
の
ひ
と
つ
で
す
。

令
線
維
性
骨
炎
・
骨
軟
化
症

　

腎
性
骨
異
栄
養
症
は
、
一
般
に
線

維
性
骨
炎
と
骨
軟
化
症
、
そ
し
て
両

者
の
混
合
型
に
分
類
ざ
れ
て
い
ま
す
。

　

線
維
性
骨
炎
は
、
骨
の
代
謝
回
転

　

（
2
0
P
参
照
）
の
ス
ピ
ー
ド
が
、
通

常
よ
り
も
速
く
な
っ
て
い
る
状
態
で
、

背
痛
や
骨
折
、
関
節
痛
な
ど
の
症
状

が
あ
り
ま
す
。
発
症
の
仕
組
み
に
は

諸
説
あ
り
ま
す
が
、
共
通
し
て
い
る

の
は
、
血
中
カ
ル
シ
ウ
ム
濃
度
を
改

善
す
る
た
め
に
Ｐ
Ｔ
Ｈ
が
過
剰
に
分

泌
さ
れ
、
そ
の
代
償
と
し
て
骨
回
転

に
変
調
を
き
た
す
と
い
う
点
で
す
。

　

一
方
の
骨
軟
化
症
は
、
骨
の
代
謝

ス
ピ
ー
ド
が
低
下
し
て
、
カ
ル
シ
ウ

ム
の
十
分
に
つ
い
て
い
な
い
骨
（
類

骨
）
が
増
加
し
た
状
態
で
、
や
は
り

骨
痛
や
骨
折
な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま

す
。

令
手
根
管
症
候
群

　

長
い
間
透
析
を
続
け
て
い
る
と
、

身
体
の
あ
ち
こ
ち
に
ア
ミ
ロ
イ
ド
と

呼
ば
れ
る
物
質
が
沈
着
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
手
の
関
節

や
腱
な
ど
に
ア
ミ
ロ
イ
ド
が
沈
着
し

て
生
じ
る
代
表
的
な
病
変
の
ひ
と
つ

に
手
根
管
症
候
群
が
あ
り
ま
す
。

　

狭
い
手
根
管
内
に
ア
ミ
ロ
イ
ド
の

沈
着
が
生
じ
た
結
果
、
末
梢
神
経
が

圧
迫
さ
れ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
も
の

で
、
広
い
意
味
の
関
節
症
と
い
え
る

も
の
で
す
。

　

症
状
と
し
て
は
、
手
の
ひ
ら
や
指

が
し
び
れ
た
り
、
ピ
リ
ピ
リ
と
し
た

痛
み
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
バ
ネ
指
と

い
っ
て
、
指
が
な
め
ら
か
に
伸
縮
で

き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
更

に
進
行
す
る
と
、
親
指
と
小
指
を
使
っ

て
物
を
つ
か
む
こ
と
も
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

骨
病
変
を
予
防

　
　
　

し
ま
し
よ
う

　

長
期
透
析
に
お
い
て
、
腎
性
骨

異
栄
養
症
が
か
な
り
の
頻
度
で
発

症
す
る
こ
と
を
述
ぺ
ま
し
た
が
、

十
分
な
透
析
と
日
常
の
食
生
活
で

予
防
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま

た
、
発
症
し
た
と
し
て
も
早
期
に

発
見
す
る
こ
と
で
対
処
で
き
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
食
生
活
上
の
留
意
点

と
薬
剤
を
便
用
し
た
治
療
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

令
カ
ル
シ
ウ
ム
／
リ
ン
比
の
高
い

　

食
事
を
と
る

　

腎
機
能
が
低
下
す
る
と
、
た
ん
ぱ

く
質
の
代
謝
産
物
で
あ
る
尿
素
や
ク

レ
ア
チ
ニ
ン
な
ど
窒
素
を
含
ん
だ
老

廃
物
が
体
内
に
た
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

老
廃
物
の
蓄
積
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

た
ん
ぱ
く
質
の
少
な
い
食
事
を
と
る

こ
と
が
大
切
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に

も
骨
の
代
謝
を
円
滑
に
保
つ
た
め
、

カ
ル
シ
ウ
ム
／
リ
ン
比
が
１
・
Ｏ
以

上
の
食
材
（
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含

　

2
2

み
、
リ
ン
の
少
な
い
も
の
）
を
選
ぶ

カルシウム／リン比が1.0以上の食材(100c可食●●り)

貪　＆　名
カルシウム

　　(・)
リ　ン

　　(・)

キャベツ（奮） 43 Z7

さつ寥いも（畠し） 47 42

本鮪亘嘴 120 110

盾●げ X刄 230

ネーフルオしンジ（生果） 24 Z2

（五訂日本食品威分後より｝



φ
一

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　

P
2
2
の
下
の
表
は
そ
の
一
例
で
す
。

詳
し
く
は
市
販
の
「
食
品
成
分
表
」

を
参
考
に
し
、
毎
日
の
献
立
に
加
え

て
く
だ
さ
い
。

令
薬
物
治
療
の
実
際

　

腎
性
骨
異
栄
養
症
の
原
因
と
な
る

副
甲
状
腺
機
能
充
進
症
の
治
療
に
は
、

高
リ
ン
血
症
を
改
善
す
る
こ
と
と
活

性
型
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
補
充
が
重
要
で

す
。

一般に使用される薬剤

リン●蕭剤

・リンを体内で●珊して、鵬からの●収を抑え

　ます.

　(炭酸カルシウムなどj

忿隻壁ビタミンＤ●剤

●馴申状旅寓ルそン(PTH)の分泌１●鯛し、

　費の代謝ｌａ普します．

　　アルフアガルフドール

　　カルシトリオール

　　マキサカルシトール　　

１

　　フ７しカルシトリオールなど

　

高
リ
ン
血
症
に
は
十
分
な
透
析
を

行
う
こ
と
と
、
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
な

ど
の
リ
ン
吸
着
剤
を
服
用
し
て
、
余

分
な
リ
ン
を
体
外
へ
排
泄
す
る
方
法

が
と
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
活
性
型
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

製
剤
を
服
用
す
る
こ
と
で
、
副
甲
状

腺
ホ
ル
モ
ン
（
Ｐ
Ｔ
Ｈ
）
の
分
泌
が

抑
制
さ
れ
骨
の
代
謝
の
変
調
が
改
善

さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
治
療
に
よ
っ
て
も
症
状

に
改
善
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
パ
ル
ス
療
法
と
い
っ
て

週
に
１
～
３
回
活
性
型
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

製
剤
を
注
射
し
た
り
、
大
量
に
服
用

し
て
Ｐ
Ｔ
Ｈ
の
分
泌
を
抑
え
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

検
査
値
の
目
安

　

下
の
表
に
は
骨
病
変
を
予
防
す

る
た
め
に
知
っ
て
お
く
べ
き
検
査

項
目
と
基
準
ａ
が
魯
い
て
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
基
準
ａ
は
あ
く
ま

で
も
目
安
で
す
の
で
、
自
分
の
体

調
に
沿
っ
た
目
標
値
を
主
治
医
の

先
生
と
よ
く
相
談
し
て
決
め
て
下

さ
い
。
空
欄
に
は
自
９
の
目
標
値

を
習
色
込
ん
で
、
セ
ル
フ
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
に
役
立
て
て
下
さ
い
。

腎性骨興栄養痙管理の基準龍（透折鶴値）

検査珊ｌ ｌ　●　･ lawna) 私の目●働

畠滴カルシウム値 9.0-10.S・ａ

●滴りン倫 40～5.b≪ d1（少なくとも6a・/痕以下）

ア　ル　カ　リ
車スフアターゼ傭

250111･4g下（肝臓や岨曇に嘴気のない蟻巻）

骨髪アルカり
水スフ？ターゼ働

20～30t「，ill下（検査法で異なるので注Ｓ）

‐甲状腺ホルモン

（インタクトP T H ]
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CAPOの●者さんでは血湾リン●が3D～A Ov (Uとなるようにむが|すて下さい．

　

参
考
文
献

（

キ
ッ
セ
イ
薬
品
㈱
「
透
析
の
は
な
し
」
よ
り

）

-－-
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皿
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皿．
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一

久
し
ぶ
り
に
編
集
後
記
の
ス

ペ
ー
ス
が
取
れ
た
と
言
う
の
に
、

い
ざ
と
な
る
と
何
を
書
こ
う
か

ハ
タ
と
こ
ま
り
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
の
診
療
報
酬
改
悪

に
対
す
る
抗
議
ハ
ガ
キ
活
動
の

記
事
も
あ
り
発
刊
が
す
こ
し
遅

゛Ｗ‾Ｗで:－で

く
な
り
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
１
　
１

皿 -
㎜で皿:皿-‘皿･一－･W

全
道
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
禎
極

的
に
取
組
ん
で
い
た
だ
き
、
私

達
の
窮
状
を
厚
生
労
働
大
臣
に

訴
え
ま
し
よ
う
。
5
0
円
切
手
は
、

１
ヶ
月
の
食
事
負
担
額
の
7
0
分

の
１
か
ら
１
６
０
分
の
１
く
ら

い
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。
必
ず

忘
れ
ず
に
出
し
て
欲
し
い
も
の

で
す
ね
。

　

皆
さ
ん
の
御
協
力
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
ム
ラ
）

皿一一
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皿
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●

　

●

　

甲

　

ま
わ
り
を
見
渡
せ
ば
、
温
泉
好

き
の
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
日

本
人
は
本
当
に
温
泉
が
好
き
。
北

海
道
に
も
有
名
な
温
泉
郷
が
多
く
、

小
じ
ん
ま
り
し
た
ス
テ
キ
な
温
泉

も
各
地
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
そ
ん
な
温
泉
の
楽
し
み

を
透
析
を
し
て
い
る
三
人
の
温
泉

の
達
人
に
聞
き
ま
し
た
。

　

温
泉
と
い
え
ば
、
ま
ず
お
湯
。

塩
泉
、
硫
黄
泉
を
は
じ
め
九
つ
も

泉
質
が
あ
り
、
肩
こ
り
・
お
肌
ツ

ル
ッ
ル
他
。
い
ろ
ん
な

効
能
が
あ
っ
て
、
温
泉

の
効
能
書
き
を
見
る
の

も
楽
し
い
。
三
人
は
な

ん
と
い
っ
て
も
露
天
風

呂
や
い
ろ
ん
な
お
風
呂
に
つ
か
り

リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
の
が
良
い
と
言

い
ま
す
。
し
か
し
、
透
析
患
者
と

し
て
は
、
シ
ャ
ン
ト
感
染
を
避
け

る
た
め
透
析
ロ
の
入
浴
は
し
な
い
、

長
湯
な
ど
せ
ず
自
分
の
体
調
に
合

わ
せ
る
、
入
浴
前
の
か
ぷ
り
湯
で

身
体
を
お
湯
に
慣
ら
す
、
と
注
意

は
怠
ら
な
い
そ
う
で
す
。
皆
さ
ん
、

同
じ
透
析
を
し
て
い
る
友
達
と
、

お
子
さ
ん
を
通
し
て
や
サ
ー
ク
ル

の
仲
間
と
、
家
族
と
、
い
ろ
い
ろ

な
グ
ル
ー
プ
で
よ
く
温
泉
に
出
か

け
ま
す
。
沼
田
の
夏
の
ホ
タ
ル
、

栗
山
の
国
蝶
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
、
然

別
湖
の
夏
の
緑
に
冬
も
良
し
、
秋

の
オ
ン
ネ
ト
ー
、
知
床
の
滝
、
岩

見
沢
某
ロ
ッ
ジ
の
り
ん
ご
並
木
、

各
地
の
資
料
館
・
美
術
館
等
、
自

然
の
美
し
さ
や
風
物
の
珍
し
さ
を

見
る
楽
し
み
は
、
す
べ
て
語
れ
ぬ

ほ
ど
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
同
行
の
人
達
と
の
語
ら

い
や
経
験
は
ま
た
格
別
。
あ
る
時

は
、
一
人
の
方
の
親
御
さ
ん
の
介

護
の
話
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
あ

る
時
は
、
同
じ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

の
方
と
ベ
ッ
ド
を
よ
け
て
ダ
ン
ス

の
ス
テ
ッ
プ
に
夢
中
で
、
夜
中
の

３
時
ま
で
。

　

プ
ー
ル
の
大
波
で
遊
び
、
無
事

で
は
あ
っ
た
が
一
人
が
一
時
行
方

不
明
と
な
り
ド
キ
ッ
と
し
た
後
で

　
　
　
　
　
　

１

　

●

　

・

　

●

　

●

　

・

　

一

　

●

大
笑
い
し
た
○
○
ち
ゃ
ん
プ
ー
ル

事
件
な
ど
、
後
々
ま
で
話
題
に
上

が
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
ロ
ッ
ジ

の
そ
ば
の
農
家
の
方
に
お
願
い
し

て
自
分
で
も
い
だ
ト
マ
ト
を
冷
や

し
て
お
き
、
湯
上
り
に
食
べ
た
お

い
し
さ
は
、
農
家
の
方
の
ご
好
意

と
と
も
に
忘
れ
ら
れ
な
い
と
言
い

ま
す
。
三
人
と
も
、
行
き
た
い
と

思
っ
た
ら
計
画
を
立
て
て
行
っ
て

み
る
、
行
っ
た
な
ら
、
時
間
を
使
っ

て
遊
ん
で
い
る
ん
だ
か
ら
普
段
で

き
な
い
事
を
何
で
も
ト
ラ
イ
し
て

み
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し

て
、
旅
先
で
旬
を
味
わ
う
の
も
楽

し
み
の
ひ
と
つ
。
け
れ
ど
、
透
析

を
し
て
い
る
と
特
に
食
事
や
飲
み

物
の
事
が
気
に
か
か
り
ま
す
。
出

先
で
「
あ
れ
も
ダ
メ
、
こ
れ
も
ダ

メ
。
」
と
差
引
く
と
何
も
食
べ
る
物

が
な
い
と
思
っ
た
経
験
は
誰
し
も

あ
る
は
ず
。
三
人
は
、
飲
め
な
い

か
ら
、
食
べ
ら
れ
な
い
か
ら
行
か

な
い
、
と
い
う
の
は
お
も
し
ろ
く

な
い
と
言
い
、
楽
し
く
食
べ
ら
れ

る
物
を
食
べ
れ
ば
良
い
し
、
遊
び

に
行
っ
た
先
で
お
茶
に
付
き
合
わ

な
い
と
い
う
事
も
な
い
、
自
分
が

食
べ
た
い
物
や
飲
み
た
い
物
を
楽

し
み
、
ち
ょ
っ
と
オ
ー
バ
ー
し
て

も
そ
れ
は
そ
れ
。
家
に
帰
っ
て
調

節
す
る
そ
う
で
す
。
自
分
が
、
今

楽
し
み
た
い
事
を
楽
し
み
、
そ
し

て
自
分
で
責
任
を
持
つ
の
が
達
人

た
る
ゆ
え
ん
で
し
ょ
う
か
？
同
行

の
人
達
も
、
話
し
好
き
な
人
、
お

と
な
し
い
人
、
聞
く
事

が
好
き
な
人
と
い
ろ
い

ろ
あ
っ
て
良
い
と
言
い

ま
す
。
透
析
を
し
て
い

る
人
は
、
今
調
子
が
良

く
て
も
一
時
間
後
に
は
具
合
が
悪

い
な
ん
て
こ
と
も
良
く
あ
り
ま
す
。

わ
が
ま
ま
で
は
な
く
、
自
分
の
ペ
ー

ス
も
他
人
の
ペ
ー
ス
も
尊
重
す
る

こ
と
が
い
っ
し
よ
に
行
く
楽
し
さ

を
大
き
く
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
近
く
に
遠
く
に
「
あ

そ
こ
の
温
泉
が
好
き
が
‥
」
と
い
う

所
が
き
っ
と
あ
る
は
ず
。
三
人
の

達
人
に
学
び
、
温
泉
に
出
か
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　

（
福

　

原
）

24



｢一事務局活動経過報告１
１月７日(月)

１月８日(･幼

機関紙゛ぜんじんきょう″Nal89発送

　

１

活動状況報告書用紙提出願い各ブロッ

　

！

クヘ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｌ

　　　　　　

道への嬰Ⅵｌ作成

１月16日C水S

　

今月の情報Nal33作成、発送

１月170(*>

　

25周年実態調査アンケート発送

１月25日（兪）機関紙゛ぜんじんきょう″Nal89テープ

　　　　　　

ダビング発送

１月26日出

　

青年部交流会（旭川・層雲峡）開催．

　　　　　　

参加者７名、佐藤副会長も出席

２月４日C月）中医協医科診療似酬透析閲係改定項11

　　　　　　

に対する嬰請文27通郵送

２月7 PW　再度、中医協の件レタックスにて27通

　　　　　　

郵送

２月12日㈹

　

道との意見交流会、参加８名

２月13SM<)

　

国会請願署名、43.993名分発送

　　　　　　

医療保健チラシ、各事務局に発送

２月14剛村

　

どうじん１校日だし

２月15Qlt)

　

国会請願署名．追加分781名分発送

２月20BI水S

　

国会請願署名、追加分30名分発送

２月24日闘

　

三役打合せ．参加者８名

３月２日出

　

運営会議賢料作成

３月３日a］）難病連バザー、参加２名

３月５日叫

　

運営会離資料郵送

３月６日t水Ｉ

　

ＪＰＣ署名、26,098名分発送

３月８日面

　

機関紙゛ぜんじんきょう″Nal9a発送

３月９日田

　

運営会議

３月10日旧）運営会議

３月13日t水）機関紙゛どうじん″ＰＲ版発送

　　　　　　

北海道新聞取材対応

3 n 14剛村　ブロック会議案内郵送

　　　　　　

北海道難痢連、監査

　　　　　　

朝日新聞「ネットワーク廃止にっいて」

　　　　　　

電話取材あり

３月17日(B) m内事務ji4長、札幌幹事会出席

　　　　　　

堀井会長、全腎協総会出席

　　　　　　

三上事務局次長、難病連部会支部事務

　　　　　　

局担当者会議出席

３月22日吻

　

国会請願、参加４名

３月26日向

　

運営会議報告書郵送

４月3 atM　機関紙゛どうじん″２校11だし

､□i 5 umブロック会議賢料罷送

４月13日出

　

ブロック会議

4 114日間　ブロック会蹴

4 1)21日剛　小榊総会一堀非会長川席

　　　　　　

江別総会一陣内事務局長出席

　　　　　　

旭川総会一川村副会長出席

４月24 Bl水S　ブロック会議報告書、活動状況報告書

　　　　　　

を全腎協へ提出

４月26日面

　

機関紙゛どうじん″Na88議案書発送

４月28H(n)

　

十勝総会一堀非会畏出席

４月30日㈹

　

村本会計.三上事務局次畏一大平先生．

　　　　　　

今先生へ総会案内を持参する

５月日1ひ幻

　

潭内事務局畏一道議会各会派、道保健

　　　　　　

予防諜、業務課に総会案内持参する

５月10日面

　

機関祇｀ぜんじんきょう″Nal91発送

　　　　　　

ｒ臓器の移植に関する法綿）改iEに対

　　　　　　

する署名川紙発送

-●--一一一一

Ｉ
・
Ｉ
！

上

　

田

　
　
　

弘

　

氏
（
釧
路
）

　

道
腎
協
の
役
員
と
し
て
、
昭

和
5
2
年
よ
り
幹
事

　

昭
和
5
6
年
よ
り
運
営
委
員
、

昭
和
5
7
年
～
平
成
1
0
年
迄
、
副

会
長
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。
上
田
弘
氏
（
6
1
歳
）
が
、

小

　

原

　

洋

　

一

　

氏
（
北
見
）

　

道
腎
協
の
役
員
と
し
て
、
平

成
６
年
～
1
3
年
迄
、
幹
事
を
し

て
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
小
原

洋
一
氏
（
6
9
歳
）
が
、
４
月
２

日
に
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
の
生
前
の
ご
活
躍
を

偲
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

青
い
鳥
は
が
き
の
お
礼

　

小
川

　

初
枝

　

様
（
札
幌
）

　

堀
江

　

利
幸

　

様
（
″
）

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
切
に
会
活
勁
に
使
わ
せ
て
戴
き

ま
す
。

道
腎
バ
ン
ク
ヘ
寄
附

　

３
月
2
8
日
に
道
腎
協
で
は
全
道

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
臓
器
移
植
基
金

25

働
●

●

・
｀
信

募
金
箱
の
寄
附
金
４
１
、
０
４
６

円
を
道
腎
臓
バ
ン
ク
へ
届
け
ま
し

た
。
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透斯をされて･｀いる皆膝のお胴のために

･かゆみの起こりに

a&
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ぐい
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健康なお肌のために。

-----------------
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を
時
薬

ミ
い
医

ユ
し

力
ほ

●●●●●● ●●

　

各
“
’
の
腎
臓
病
患
者
連

絡
協
議
会
様
で
ご
紹
介
い

た
だ
き
、
ご
好
評
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
　

＊
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●●■■●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●■●●■●●●●●
：粟用クリームＤ３０‥‥‥‥‥(赤色服)：

：

　　

吃燥肌・カサカサ肌にはクリームを

　　　　

：

：

　　

ご使用くたさい。

　　　　　　　　　　　　　

ごl
:

　　　

医薬部外品1.000円(IftiA) 65 g :　　，

：鳶原スキンみ.ニック£¥５ひ・‥・r庁き原?

抑え、スキツとした爽快感が
におすすめです。
部外品

　

1.000円（税込）

　

60ｇ

■
－
一
一
一
一
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゛

　

●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●・

女商品のおφし込み・洵SI合わせ忿‥・☆

　　　

株式会社

　

メディカルトラスト

　　

〒607-8081

　

京都市山科区竹鼻外田町11

ﾌﾘｰ9゛ｲﾔＩＬ：０１２０－４８２－８３４

ﾌ!J-ﾌｧｯｸｽ：0＼20-482-836

◆商品についての詳しい情報は…

　

httｐ://ｗｗｗ.mdtr.ｃｏ･Jｐ

＊１

　

関係情報掲載
・せんしんきょうNal81

　

p21
・希望（兵庫県警)t*-) Na73　p34 ・35

商品代金は１本1.000円(税込)でございます．

１回のご注文が4本以上の場合には配送料無料でございます．

それ以外の増合には配送料200円をご負担罵1います．
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一

こより欠乏しやすい栄養成分の喘に
L－カルニチン、水溶性ビタミン、ミネラル

透析中の皆様のために開発された

nnox[|

tニj.Ｓ』.ＪＳ７ｊＪ’SIS．ぶμ゛

発允元／ベーダ食品

製遇元／,且賀県製葦

合併症

JI

”11

.

i＼
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透析中、透析後に起こる足のケイレン

透析中、透析直後の血圧低下

Jy;;ご|認ｒで5lt!IQgl巧;IEIり111ｒl71ぷ111□|り皿IFTF!111111Jlll引町7.11Ulilぶ＼mE｡

透析により体にとって必要な栄養素までか除去されてしまうことにあります
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カルフェロは、透析専門医の協力を得て開発された栄養ドリンク剤

　

です。透析により流出し、欠乏しやすいL一カルニチンと水溶性ビタミン、

　

鉄などの栄養素をバランスよく効果的に配合しました。

■商IWIご購人･お問いａわせ

　

痢ベーダ食品株式会社i無０１ 20-831 －１２３ 受付平日9:00～18:00

●1箱50本入り

　

販売価格11,100円(税･送料込)こ･1こ.・

●1箱10本入り

　

販売価格2,490円（税･送料込）･Jヽ－’りい･べ”’･･’．ご･11●・’

I'VInil･ﾉ･発送ベーダ食Illはり日辿ペリカン便にてお116けいたします
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迦皿セット 気持ちのよい汗、始めませんか

う1考とかゆみ水分竹理冷え等でお悩みの方

　　

１週間無料体験できます
『湯カラッと』は特許の様々な仕組みで､低い温度(40°Ｃ～50°Ｃ)の僅かな湿り気を含む温風により、
お風呂の様な水圧もなくサウナの様な熱の負担もなく、身体を芯から温め､無理なく発汗させます。
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○血圧が安定してきた
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銭湯のサウナは然くて口111があるｶり湯力うｚと」は楽
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使い始めて今111の雙は､晦ていても汗が川るようになｰ､て
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汗のＭはli節によ･jて堤なるが. 1l"lの使川で|{川ヽ
４００ｃｄ?川るようになｰ,た.鱈段のｔ鵬の巾で事,汀が川や
すくなｰ,てきている.かゆみもitfjの持ち時間に｢係の｢･｣
を槌わなくても14いほどに和･iいできた.

○体が温まり冷えの症状が無＜なった

(透析歴３年

　

女性)

　

購人俺3 '･11までは汀の嗅孝,･レなかｰ,たが，１年使川し
た今では;{0()c､･位川る.,私は血fll;良で冬になると体がdl

まるため.ｊまでの膳な症状が焦くないた．
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水分nmf,うまくいき快適です．

○血圧が安定してきた
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□Fず晦日使-』ているが．･飢に入り続けるのではな
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できた．高かｰ,た血M-: *, Fがり．今は安定している．

０気持ちの良い発汗で

　

肌もツルツル
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汀の限は21)(l(≫ヽ～:HOdrc程度であるが．飢持ちの良い
SI!汁により肌がツルツルし.r朗色が良くなｰ,たねJとﾀ，

から,1わ才1るようにな-Jた．休もIUまるので今では家族
祷で健康管理のため良んで槌川しています．

０手軽に使えて嬉しいです
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使川して2ヶ11で，まだ沢山の眼が出るry度でもない
ですが．ｄが成才lる感じがとても几い気分です．体がホ
カホカ41まり，心なしかよく眠れる気がします．何より
もr一軽に他えることが嬉しいです．

｜

‐
－
‐

‐
‐
‐

｜

｜

ゝ－－－－－－－－－－一一－一一－－－－一一－－－一一－－－－－－－ノ

　

「湯カラッと」は、全国の県腎協、県友会、難病連様でお取扱いいただき使用

　

されている会員の方々に大変好評です。（一部地域を除く）
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月々6.000円より分割払いＯ Ｋ（３一一３６回）

北海道腎臓病患者連絡協議会

〒001 0017　札幌市北区北17条西2丁目21617

　　　　　

サザンアベニュー北大１０１

　　　

ＴＥＬ･FAX (011)747　021 7

　

世界７ヶ国特許商品
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オンキョーリブ(株)お客様相談室
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・〒572 CX)28　大阪府寝屋川市日新BJI S13号

TEL (072) 831 8090　　FAX (072) 831 3263
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